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急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

9
年
旬
月
、
介
護
保
険
法
が
成
立
し
、
平
成
吃
年

4
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
老
後
生
活
の
最
大
の
不
安
要
因
で

あ
る
介
護
の
問
題
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
と
し
て
、
介

護
が
必
要
で
あ
る
状
態
の
人
に
対
し
、
福
祉

や
医
療
等
の
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
で
、
現
行
の
老
人
医
療
や
年
金
保
険
と

同
様
、
社
会
保
険
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
も
の
で
す
。

4
月
か
ら
の
実
施
を
前
に
、
平
成
刊
年
叩

月
か
ら
「
要
介
護
認
定
」
申
請
受
付
が
始
ま

り
、
現
在

(
2
月
叩
日
)
ま
で

1
4
0
3
件

の
申
請
が
あ
り
、
介
護
認
定
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

認定に係る協議会の様子

-
介
護
保
険
に
お
け
る
特
別
対
策

第
1
号
被
保
険
者
(
臼
歳
以
上
)
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
な
が
ら
、
段
階
的
に
負
担

で
き
る
よ
う
、
半
年
間
は
保
険
料
を
納

め
な
く
て
よ
い
こ
と
と
し
、
そ
の
後
1

年
間
は
半
額
ピ
を
納
め
ま
す
。

《徴収する保険料額》

〈
平成14年度

10月

4/4 

T
I
l
l
-
-
月A『

平成13年度

|1/4 I 3/4 
4月 10月 4月 10月

平成12年度

川
保
険
料
の
設
定

。
保
険
料
は
、
年
度
ご
と
の
所
得
段
階

別
に
設
定
し
ま
す
が
、
特
別
対
策
に
よ

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

①
平
成
ロ
年
度
は
、
特
別
対
策
が
な
い

と
し
た
場
合
の
年
間
保
険
料
額
(
以

下
「
基
準
保
険
料
」
と
い
う
)
の

1
/
4
に

②
平
成
日
年
度
は
、
基
準
保
険
料
の

3
/
4
に

③
平
成
U
年
度
は
、
基
準
保
険
料
と
同

額
に
設
定
し
ま
す
。

ω徴
収
方
法

例
特
別
徴
収
(
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
も
の
)

①
平
成
ロ
年
度
前
半
の
徴
収
は
行
わ

ず
、
後
半
か
ら
は
、
基
準
額
の
1
/
4

を
徴
収
し
ま
す
。

②
平
成
日
年
度
前
半
は
平
成
ロ
年
度
後

半
と
同
額
を
徴
収
し
、
後
半
か
ら
通

常
の
額
を
徴
収
し
ま
す
。

川
普
通
徴
収
(
納
付
書
に
よ
り
納

め
る
も
の
)

①
平
成
ロ
年
度
に
つ
い
て
は
、
納
期
を

平
成
立
年
9
月
初
日
ま
で
は
設
定
し

な
い
こ
と
と
し
、
日
月
以
降
は
納
期

を
設
定
し
徴
収
し
ま
す
。

②
平
成
日
年
度
に
つ
い
て
は
、
納
期
は

通
常
年
度
と
同
様
に
設
定
し
ま
す

が
、
各
納
期
ご
と
の
徴
収
額
を
均
等

に
割
ら
ず
、

9
月
初
日
ま
で
の
納
期

分
は
日
月
以
降
の
納
期
分
の
半
額
で

済
む
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。
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今
回
は
、
高
齢
者
の
加
入
率
が
高
い

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
介
護
保
険
の

保
険
料
の
負
担
方
法
等
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

-
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算

大
村
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、

①
平
等
割
額
「
1
世
帯
に
つ
い
て
い
く

ら
と
い
う
計
算

②
均
等
割
額
[
そ
の
世
帯
で
、
加
入
す

る
人
数
に
つ
い
て
1
人
あ
た
り
い
く

ら
と
い
う
計
算

③
所
得
割
額
「
そ
の
世
帯
で
、
加
入
す

る
人
の
所
得
に
対
し
て
い
く
ら
と
い

う
計
算

の
3
段
階
方
式
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
課
税
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
平
成
日
年
度
は
年
税
額
回
万
円

で
す
。
ま
た
総
所
得
金
額
等
が
一
定
額

以
下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
軽
減
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
介
護
保
険
の
加
入

介
護
保
険
は
、

入
し
ま
す
。

な
お
、
第
1
号
被
保
険
者
(
日
歳
以

上
の
人
)
と
第
2
号
被
保
険
者
(
却
歳

か
ら
臼
歳
ま
で
の
人
)
で
負
担
方
法
等

が
異
な
り
ま
す
。

的
歳
以
上
の
人
が
加

-
介
護
保
険
料
の
算
出

O
第
1
号
被
保
険
者
(
臼
歳
以
上
の
人
)

保
険
料
の
基
準
額
は
、
大
村
市
が
算

定
し
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
は
別
表
川

の
と
お
り
5
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

仮
に
基
準
額
を
3
、
4
0
0
円
と
し
た

場
合
、
第
1
段
階
は
、
1
、

7
0
0
円、

第
2
段
階
は
2
、
5
5
0
円
、
第
4
段

階
は
4
、
2
5
0
円
、
第
5
段
階
は
5
、

1
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

。
第
2
号
被
保
険
者
(
必
歳
か
ら
臼
歳

ま
で
の
人
)

大
村
市
国
民
健
康
保
険
(
医
療
保
険

者
)
に
対
し
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
い
基
金
か
ら
、
州
制
歳
か
ら
臼
歳
ま
で

の
人
数
に
国
が
示
す
基
準
額
を
か
け

た
、
介
護
納
付
金
の
額
が
提
示
さ
れ
ま

す
。介
護
納
付
金
の
額
の
内
、
国
の
負
担

額

(
1
/
2
)
を
控
除
し
た
額
を
、
大

村
市
の

3
段
階
方
式
に
よ
る
計
算
で
、

各
世
帯
に
対
す
る
介
護
の
納
付
金
を
計

算
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
課
税
限
度
額
が
あ

る
よ
う
に
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
も
納

付
限
度
額
が
設
定
さ
れ
、
軽
減
措
置
も

設
け
ら
れ
ま
す
。

(1)所得段階別保険料

第 1段階 生活保護受給者及び住民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者 基準額XO.5

第2段階 世帯全員が住民税非課税 基準額XO.75

第3段階 本人が住民税非課税者 基準額

第4段階 本人が住民税課税で合計所得金額250万円未満 基準額X1.25

第5段階 本人が住民税課税で合計所得金額250万円以上 基準額X1.5

-
介
護
保
険
料
の
納
付

O
第
1
号
保
険
者
(
日
歳
以
上
の
人
)

保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
に

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

年
間
四
万
円
以
上
の
老
齢
退
職
年
金
等

の
受
給
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
遺
族
年

金
や
障
害
者
年
金
は
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
年
金
の
天
引
き
が
出
来
な
い
人
は
、

納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
国
民

健
康
保
険
税
は
世
帯
で
、
介
護
保
険
料

は
個
人
で
と
別
々
に
収
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

O
第
2
号
被
保
険
者
(
必
歳
か
ら
創
出
歳

ま
で
の
人
)

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ

せ
て
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
一
括
し

て
世
帯
主
が
納
め
ま
す
。

853-0077 

853-1351 

852-1477 

827-4500 

t旨定居宅介護支援事業者案内
・在宅介護支援センター慈恵荘

・こすもす在宅ケアセンター

・大村市医師会訪問看護ステーション 852-8731 

・大村市中央在宅介護支援センタ一大村市医師会 854-6500

・老人保健施設うぐいすの丘 854-7199 

・大村市社会福祉協議会

・泉の里在宅介護支援センター

・居宅介護サービスセンターふる里

853-9996 

介護サービスを受けている途中で
ケアプランの変更はできますか?
苅 J

、介護サ-'ビスを受けてLミる途中でも、ケアプランのサービス変更 (見直し)
はできます。

たとえば、 [当初通所リハビリを週2回やっていたが、本人が外出を嫌が
ったので週 1固にして、代わりに訪問リハビリを 1回入れてもらいたLリ 「家
事援助を増やしたLリ など。このような訪問・通所サービスのなかで、サー

ビスの種類を変更するのは、割合簡単にできます。ケアマネージャーに申し
出れば、手続きをしてくれます。

また、サービスを続行する場合は、ケアマネージャーは毎月サービスの利
用状況や利用者の希望、体の状態などを踏まえ、新しいケアプランを作成し

てくれます。
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居宅サービス計画(ケアプラン)を作りましょう!
在宅でサービスを受ける場合、要介護度に応じて使える金額の範囲内で心身や

家庭の状況に適した居宅サービス計画 (ケアフラン)を作ることができます。

介護サービスの利用例のうち、主な例をあげてみます。

要介護3
通所型 通所サービスの利用意向が高い場合 (通所サービス
に重点を置いた組み合わせ)

月 火 水 木 金 土

午

同IJ 通所介護 訪問介護 通所介護 訪問看護 通所介護 訪問介護

または または または

午
通所リハ 通所リハ 通所リハ

後 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)

短期入所 6か月に 3週

福祉用具貸与 車イス、特殊寝台、マットレス

要介護4
訪問型 通所サービスの利用が不可能な場合
(訪問サービスによる組み合わせ)

月 | 火 | 水 |木 ! 金 i土

日IJ

午 1訪問リハ
訪問入浴

(隔週)

日

訪問介護|

(巡回型)

日

後|訪問介護i訪問介護|訪問介護|訪問介護i訪問介護|訪問介護|訪問介護
(巡回型)!(巡回型)!(巡回型)!(巡回型)!(巡回型)!(巡回型)!(巡回型)

短期入所 6か月に 3遇

福祉用具貸与 車イス、特殊寝台、マットレス、エアーパッド

要介護5
通所型 通所サービスの利用が、可能な場合

(通所サービスを含む組み合わせ)

月 火 水 木 金

午 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)

月IJ 通所介護

訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 支弁tt

午
訪問看護 訪問看護 通所リハ

後 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)(巡回型)

短期入所 6か月に 6週

土 日

訪問介護韓(巡回型)

訪問介護

訪問介護 訪問介護

(巡回型)(巡回型)

福祉用具貸与 特殊寝台、マットレス、工アーパッド

要支援
訪問型 通所サービスの利用意向が低い場合 (訪問サービス
に重点を置いた組み合わせ)

月 火 水 木 金 土 日

午

日IJ
通所介護

訪月問1看回護
(訪家問事介援助護) 

(訪家問事介援助護) 
または

午 通所リハ

後

短期入所 6か月に 1週

福祉用具貸与 歩行器

要介護1
通所型 通所サービスの利用意向が高い場合 (通所サービス
に重点、を置いた組み合わせ)

月 火 水 木 金 土 日

午

前 訪問介護 通所介護 訪問介護 訪問看護 通所介護 訪問介護

または または

午
通所リハ 通所リハ

後

空宇月入所 6か月に 2週

福祉用具貸与 車イス

要介護2
通所型 通所サービスの利用意向が高い場合 (通所サービス
に重点を置いた組み合わせ)

月 i火 | 水 |木 | 金 | 土 ! 日

午

前|通所介護|訪問介護|通所介護|訪問看護|通所介護l訪問介護

または またはまたは

午 E通所リハ 通所リハ扇面否謹I通所リハ

後

短期入所 6か月に 2週

福祉用具貸与 車イス

4 



利用料の負担
介護保険のサービスを利用したときは、原則としてかかった費用の 1割を負担し

ます。また、施設に入ったときは費用の 1割のほかに食費も負担します。

主な介護サービスの報酬単価です。 (この 1割を負担します)

[訪問介護]

身体介護

30分未満 2，100円

30分以上
4，020円1時間未満

1時間以上
5，840円

1時間半未満

1時間半以上

主な介護サービス報酬単価

[訪問看護]

家事援助 折衷型

一 30分未満

1，530円 2，780円
30分以上
1時間未満

2，220円 4，030円
1時間以上
1時間半まで

准看護婦は10%減額

医療機関 訪問看護ステーション

3，430円 4，250円

5，500円 8，300円

8，450円 11，980円

30分増すごとに 2，190円 830円 1，510円|
早朝と夜間は25%、深夜は50%を加算

早朝(午前6時~8時)と夜間(午後6時~10時)は

25%、
深夜 (午後10時~午前6時)は50%を加算
3級ホームヘルパーによるサービス提供は5%軽減

[通所介護] (4時間以上6時間未満) [通所リハビリテーション](4時間以上6時間未満)

併設型 癒果専用併設型 単独型 老人保健施設 小規模診療所 通常規模の医融関

要支援 4，000円 5，330円 4，740円 要支援 4，630円 4，800円 4，900円

要介護 1、2 4，730円 6，300円 5，470円 要介護 1、2 5，420円 5，620円 5，750円

要介護3、4、5 6，600円 8，800円 7，340円 要介護3、4、5 7，440円 7，720円 7，890円

食事加算390円、送迎加算(片道)440円、 食事加算390円、送迎加算(片道)440円、
介助浴加算390円、特別浴加算600円 介助浴加算390円、特別浴加算600円

(1日当り)

[特別養護老人ホームサービス費] [1日措置特別養護老人ホーム [老人保健施設サービス費] [介護療養施設サービス費]
(4月以降入所者) サービス費](現在入所者)
要介護者と介護・看護職員の割合が3:1 要介護者と介護・看護職員の割合が3:1 要介護者と介護・看護職員の割合が3:1 要介護者と看護職員肉:1、介護臓が3:1

要介護 1 7，960円
(自立、要支援含む)

8，800円 11，930円7，960円

要介護2 8，410円 9，300円 12，390円

8，660円

要介護3 8，850円 9，800円 12，850円

要介護4 9，300円 10，300円 13，310円

9，500円

要介護5 9，740円 10，800円 13，770円

[基本食事サービス費] 1日当たり 2，120円
※管理栄養士による管理や適時適温ができない場合 200円減額

※栄養士がいないなどの場合 600円減額
物価水準などに対して一部地域で1.2~7.2%の割り増しあり

問い合わせ、高齢福祉課(内159)
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市政の動き

1/25 

国
会
議
員
・
自
治
省
等
ヘ
要
望

i

厳
し
い
財
政
へ
理
解
を

円
鹿
島
市
と

;
し
あ
わ
せ
街
道
交
流
宣
言

ー

国
道
4
4
4
号
愛
称

「
し
あ
わ
せ
街
道
」
に
決
定
i

甲
斐
田
市
長
は
、
地
元
選
出
の
虎
島
衆
議
院
議
員
に
対
し
、
国
道
M
号
拡
幅
、

都
市
計
画
道
路
久
原
梶
ノ
尾
線
の
整
備
促
進
、
長
崎
新
幹
線
の
早
期
着
工
な
ら

び
に
、
大
村
湾
汚
染
防
止
対
策
、
少
子
化
対
策
、
基
地
対
策
等
に
関
す
る
特
別

交
付
税
の
増
額
等
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
は
、
「
国
道

M
号
の
大
村
拡
幅
は
早
急
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

面
は
西
本
町
交
差
点
と
大
村
駅
前
入
口
交
差
点
を
急
ぐ
、
必
要
が
あ
る
」
旨
強
調

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
協
力
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
、
自
治
省
の
二
橋
事
務
次
官
お
よ
び
嶋
津
財
政
局
長
を
訪
ね
、

司
「
ポ
ー
ト
収
益
等
の
減
少
で
財
政
的
に
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
旨
説
明
し
、
特
別
交

レ
付
税
等
の
増
額
を
要
望
し
ま
し
た
。

事
務
次
官
等
は
、
ポ
ー
ト
事
業
の
実
状
に

理
解
を
示
す
と
と
も
に
要
望
に
対
し
、
前
向

き
の
姿
勢
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
と
鹿
島
市
(
佐
賀
県
)
を
結
ぶ
国
道
4
4
4
号

が
平
成
刊
年
3
月
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
国
道
の
愛
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

8
1
9件
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
吉
田
孝
史
さ
ん
ら

7
人
の
「
し
あ
わ

せ
街
道
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
今
後
、
両
市

「
ー

は
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
・
文

一

化
を
は
じ
め
産
業
・
経
済

一

等
各
分
野
の
交
流
を
図

一
ー

り
、
お
互
い
の
繁
栄
と
発

ソ
F

展
の
た
め
に
、
な
お
一
層

-

努
力
す
る
こ
と
を
宣
言
し

十
(

ま
す
」
と
の
交
流
宣
言
を

ヘ

行
い
、
両
市
長
が
宣
言
書

骨

に
調
印
し
ま
し
た
。

幻
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
会
食

υ
|学
校
給
食
週
間
i

¥、

1
月
包
日
か
ら
お
日
ま
で
の
学
校
給
食
週
間
に
ち

な
み
、
甲
斐
田
市
長
は
じ
め
教
育
長
な
ど
が
旭
が
丘

小
学
校
で
学
童
た
ち
と
学
校
給
食
の
会
食
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
の
献
立
は
郷
土
料
理
の
「
に
ご
み
」

を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
市
長
は
、
6
年
2
組
の
生

徒
と
会
食
し
、
「
お
い
し
い
ね
」
と
至
極
満
足
げ
で
し

た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
も
終
始
楽
し
そ
う
な
表
情
で

市
長
に
対
し
、
「
日
頃
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
7
」

「
趣
昧
は
何
で
す
か
」
「
運
動
場
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー

ト
が
欲
し
い
」
「
卒
業
式
に
来
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質

問
が
飛
び
交
い
、
市
長
も
、
「
み
な
さ
ん
と
楽
し
く
食

事
が
出
き
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
子
供
た

ち
の
質
問
に
楽
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
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入
場
券
等
の
贈
呈

ヤ
マ
ト
運
輸
船
長
崎
主
管
支
庖

(
林
和
彦
支

庖
長
)
か
ら
交
通
遺
児
な
ど
に
対
し
て
ハ

ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
入
場
券
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
甲
斐

田
市
長
は
「
遺
児
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
(
1
/
氾
・
市
役
所
)

文
化
財
保
護
に
役
立
て
て

大
村
秀
成
さ
ん
は
、
故
大
村
芳
子
さ
ん
の
遺

志
と
し
て

1
0
0
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
「
文
化
財
保
護
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

(写
真
は
秀
成
氏
の
代
理
で
来
庁
さ
れ
た
勝
目

直
子
さ
ん
。
-
/
日・

市
役
所
)
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に島崎
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?霊
1旦

場
フ古

成

西
大
村
中
学
校
に
武
道
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
内
の
中
学

校
で
は
柔
・
剣
道
専
用
の
施
設
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
体
育
館
等

で
他
の
競
技
と
一
緒
に
練
習
を
行
な
っ
て
い
た
た
め
、
時
間
等

の
制
約
を
受
け
、
+
八
万
な
練
習
が
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。
完

成
し
た
武
道
場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
平
屋
建
て
、
面

積
約

5
2
0
2
m
、
柔
道
場
・
剣
道
場
・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー

室
・
ト
イ
レ
(
身
障
者
用
含
む
)
な
ど
を
完
備
。
今
後
、
他
の

中
学
校
に
も
建
設
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
へ
の
施

設
の
開
放
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
落
成
式
で
甲
斐
田
市

長
は
「
武
道
で
精
神
面
も
鍛
え
、
し
っ
か
り
し
た
人
聞
に
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
、
式
典
終
了
後
西
大
村
中
の
生
徒
や
地
域

の
武
道
愛
好
家
ら
に
よ
る
演
武
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

辺
長
崎
ま
ち
づ
く
り

V
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

-m大
村

ー

新
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

|

「
長
崎
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

-m大
村
」

が
シ
1
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

聞
か
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
全
国
知
事
会

，

事
務
総
長
の
紀
内
隆
宏
氏
が
「
新
世
紀
の
大
村

を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
「
住
み
よ
い
ま
ち
、

く
ら
し
や
す
い
ま
ち
は
、
快
適
な
生
活
空
間
・

充
実
し
た
生
活
時
間
・
そ
れ
ら
の
中
で
の
人
と

人
と
の
交
流
な
ど
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

民

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

情

甲
斐
田
市
長
が
、
大
村
市
の
現
状
や
特
色
・
将

開

来
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
各
パ
ネ
ラ
ー

も
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

良
好
な
都
市
景
観
の

形
成
に
向
け
て
1

1

都
市
景
観
基
本
計
画

|

平
成
叩
年
度
か
ら

2
か
年
を
か
け
て
、
市
民
参

加
の
も
と
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
都
市
景
観
基

本
計
画
が
、
ほ
ぼ
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

都
市
景
観
条
例
も

3
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
城
下
町
の
面
影
や
、
豊

「

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
の
風
景
や
美
観
、
優

れ
た
生
活
環
境
と
い
っ
た
良
好
な
都
市
景
観
の
形

成
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今

後
の
都
市
景
観
形
成
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

投所横の補助グランドの工事が行われてい

まずが、何のための工事なんですか? -E望面，... ~.=t・
.官製はがき・封書

・ 「市民の声ファックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちはj
(投書箱 :市役所、各出張所に設置)

などを利用して次の事項を記入のうえ、

送ってください。

①質問事項 引主pfi• 氏名・電話番号

-EE司E措置苗晒茎謹直E・

J~国道34号の渋滞を解消するため 、 建設
省が平成14年までの予定で拡幅 (大村

高校まで)工事をしています。それに合

わせ、ボート場からの出入口は、現在市

役所前と公園側の2本あるのを補助グラ
ンドの一部を利用して 1本 (5車線)に

する工事を行っているものです。開通は

平成14年の予定です。

私がお答えします

市

/ .ー

大
村
市
長

8
1

美

由 干856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所 秘書広報課内 (内線204)
[市長さん lはいっ リ 係菌

、
乏
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大村市顧問会議を設置

この度、大村市出身や本市に関わりのある有識者7人で構成する 「大
村市顧問会議」を設置しました。この会議は、経済・教育・文化・スポ
ーツおよび企業誘致やコンペンション(集会)誘致等に関して広く意見

を聞き、市政に反映させ、本市の振興発展に役立てようとするものです。
今回は、市長が本市の現状と課題について説明し、その後、各顧問と

の意見交換を行いました。以下、概要について述べます。

一市政振興発展に助言を-

大
村
市
の
現
状
と
課
題

本
市
の
現
状

現
在
、
本
市
の
人
口
は
約
8

5
、
2
0
0人
を
超
え
て
お
り
、

こ
こ

5
年
間
で

6
、
0
0
0
人

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年

平
均
1
、
2
0
0
人
、
こ
こ
叩

年
聞
を
見
て
も
同
じ
様
な
伸
び

を
見
せ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
は
か
つ
て
長
崎
、
佐

世
保
両
市
を
中
心
と
し
て
、
石

炭
・
造
船
・
水
産
の

3
つ
の
基

幹
産
業
と
観
光
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
観
光
を
除
け
ば
、

段
々
と
衰
退
し
期
待
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
央
に
お

い
て
は
逆
に
、

l
C産
業
を
中

心
に
気
を
は
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
大
村
市
は
長
崎
市
・
佐

世
保
市
の
二
大
都
市
の
中
間
に

位
置
し
交
通
の
利
点
な
ど
に
よ

り
県
央
の
中
核
都
市
と
し
て
発

展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業

長
崎
空
港
を
持
つ
本
市
は
東

京
の
通
勤
圏
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。
東
京
の
羽
田
空
港
か
ら
長

崎
空
港
ま
で

1
時
間
持
分
、
長

崎
空
港
か
ら
雄
ヶ
原
の
オ
フ
ィ

ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
や
ハ
イ
テ
ク

パ
!
ク
ま
で
泊
分
で
行
け
る
こ

と
は
、
本
市
の
特
徴
で
す
。
こ

の
2
つ
を
経
済
振
興
の
核
と
位

置
づ
け
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。国

間
齢
化
に
つ
い
て

本
市
の
高
齢
化
率
は
市
・

5
%に
な
っ
て
い
ま
す
。
4
年

前
は
全
国
平
均
よ
り

1
ポ
イ
ン

ト
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

以
降
は
伸
び
が
引

%
l
ω
%に

鈍
化
し
、
人
口
構
成
も
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

紀内隆宏氏

財
政
に
つ
い
て

ポ
ー
ト
収
益
の
減
少
と
税
収

の
減
で
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
増
や

|
C
企
業

の
立
地
な
ど
も
あ
り
、
他
市
に

比
べ
て
危
機
的
状
況
と
ま
で
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
水
道

や
下
水
道
の
社
会
資
本
の
施
設

能
力
を
考
え
る
と
現
時
点
で
は

但
万
人
程
度
が
適
正
規
模
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
合
併
す
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歴
史

的
、
地
勢
的
な
経
緯
等
を
考
慮

し
な
が
ら
自
治
体
の
力
が
よ
り

発
揮
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

市
街
地
再
開
発
を
ど
う

考
え
た
う
い
い
の
か

顧
問
か
ら
は
「
中
心
市
街
地

は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の

進
展
で
市
民
の
行
動
範
囲
が
広

が
っ
た
こ
と
や
公
共
施
設
が
郊

外
に
立
地
し
た
り
し
て
空
洞
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

国
の

「中
心
市
街
地
活
性
化

野口祐三氏

法
』
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
は
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
を
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
(
遊
歩

場
・
舗
装
散
歩
場
)
に
し
て
、

そ
の
目
玉
と
な
る
、
人
が
寄

る
よ
う
な
施
設
、
例
え
ば
市

民
会
館
や
劇
場
な
ど
を
取
り

込
め
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

ょ
う
は
、
中
心
市
街
地
に

関
わ
っ
て
い
る
人
が
中
心
は

崩
壊
す
る
と
ど
う
な
る
の
か

を
自
覚
し
て
全
体
で
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
上
げ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
街
地

の
衰
退
は
地
域
の
今
後
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

市
民
全
体
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
大
村
湾
の
浄

化
の
た
め
、
湾
沿
岸
市
町
村

の
水
洗
化
の
促
進
や
市
内
の

食
文
化
の
充
実
を
望
む
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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紀内隆宏 (全国知事会事務総長)

志摩篤 (小松製作所顧問)

増田信雄 (日本船主協会会長)

杉田亮毅 (日本経済新聞社代表取締役専務)

野口祐三 (元大村藩人会会長代行・日洋海運側取締役会長)

田崎俊作 (田崎真珠側代表取締役社長)

中西英介 (コマツ電子金属閥会長)

増田信雄氏

国大村市顧問の紹介

()I慎不岡敬称略)



ご存じですか!

出張所でも住民票や印鑑証明書
などがとれます

わざわざ市役所まで行かなくても、お近くの出張

所でも、住民票や印鑑証明・納税証明などの交付が

受けられます。

交付を受けられる主なもの

く市民課関係〉

住民票・印鑑証明書 ・戸籍の全部・個人事項証明

(謄本・抄本) ・年金受給者現況証明

申請に必要なもの ・・・ 戸籍の証明の申請には印鑑

印鑑証明の交付には登録カード

*ただし、 戸籍については証明の種類によって出張所では

取り扱わないものもあります。

〈税務課関係〉

納税証明・課税証明・所得証明など

申請に必要なもの ・・・ 印鑑

*代理人による申請の場合、(印鑑証明を除き)いずれの

場合も委任状と代理人の印鑑がl必要です。

・問い合わせ 市民課(内線 100~102)

税務課(内線 12 5) 

吉良亙議長言語読 匂諺
1口年額 480円 1人2口まで

*ただし、 2月1日-----3月23日までは、各町内会でも受

け付けできます。

・問い合わせ 安全対策課(内線21 4)または各出張所

暴力問題で因っていませんか

暴力団の絡むこまりごと相談

暴力団に関することは、一日も早く

“迷わず、恐れず、ご相談下さしい'

相談時間 月曜~金曜(午前9時~午後5時)

(その他の時間は、留守電で受理)

相談委員 経験豊富な警察OB
民事暴力専門の弁護士

@警察本部暴力追放テレフォン

nO 9 5-8 2 2-0 0 0 7 

.長崎県暴力団追放県民会議

no 9 5-8 2 5-0 8 9 3 
.最寄りの警察署または交番で

お受けします。
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平成12年度

地籍調査事業のお知5せ

調査地区 久原 1丁目・久原2丁目

説明会 4月

現地調査 5 月 ~7 月、 9 月 ~11月

※土地所育者には、説明会および調査日程を事前

にお知らせします。

調査方法の概要

①国土調査法に基づき土地一筆地の現地調査を行

pます。

②土地所有者との現地立会いにより境界(筆界)

を確認します。

③確認した境界に基づき地積測量を行います。

④地籍図原図、地籍簿案等を整え、成果の閲覧

(平成14年 1 月予定~20日間)を行います。

⑤県の認証を受け、 登記(平成14年 8 月 ~11月予

定)を行います。

お願い

・境界が不明な所は、隣接土地所有者と事前に立

会いを行い、境界を明確にしておいてください0

・所有権移転等の必要な土地は、できるだけ登記

をしておいてください。

・境界上に障害物がある場合は、 移動しておいて

ください。

.問い合わせ 地籍調査課(内線358・35 9) 

春季全国火災予防運動

==3 月 1 日~7 日=

rあぶないよ
ひとりぼっちにした その火』

火災が発生しやすい時期です。もし、火災に

なったときは、早い通報、初期消火が重要なポイ

ントになります。日ごろから、 一人ひとりが「火

の用心jに心がけましょう。

火の用J~\ アつのポイント
-家のまわりに燃えやすいものを置かない0

.寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

-天ぷらを揚げるときは、その場を離れない0

・風の強いときは、たき火をしない 0

・子供には、マッチやライターで遊ばせなt'0 
-電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない0

・ストーブには、 燃えやすいものを近づけない。

サイレンを鳴らします。

3月1日(水)午前8時に消防演習招集のためのサイ

レンを30秒間鳴らします。また、火災予防期間申、午後

8時を「消防の時間Jと定め、 30秒間サイレンを鳴らし
ます。



一
年

c

一
周
行

一

8
章

一
筋
穣

一
施
計

一

L
U
へ
4
b

，

戸
大

市
政
功
労
者

位
個
人
・

3
団
体
を
表
彰

大
村
市
は
昭
和
口
年
2
月
日

日
、
全
国

1
8
8
番
目
の
市
と

し
て
誕
生
し
今
年
で
回
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、

2
月
日
日

「
市
制
施
行
犯
周
年
記
念
大
村
市

表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
市
政
に

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献
の
あ
っ

た
、
回
個
人
・

3
団
体
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
う
け
ら
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

亀戸'

市政功労者として表彰を受けられた皆さん (2110・コミセン)

。
地
方
自
治
功
労

坂
田
正
人
(
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
・
松
原

一
丁
目
)

前
田
昭
雄
(
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
・
東
三
城
町
)

高
木
正
治
(
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
・
宮
小
路

一
丁
目
)

梶
原
勝
徳
(
農
業
委
員
会
委
員
・
松

原
二
丁
目
)

山
田
弘
志
(
農
業
委
員
会
委
員
・
上

諏
訪
町
)

谷
本
康
子
(
人
権
擁
護
委
員
・
杭
出

津
二
丁
目
)

。
産
業
功
労

笹
山

明

(

商

工

事

査

費

・

奇

)

溝
上
善
造
(
商
工
会
議
所
常
議
員
・

諏
訪
二
丁
目
)

池
田
繁
宝
(
商
工
会
議
所
常
議
員
・

竹
松
本
町
)

角

谷

省

一

(
商
工
会
議
所
常
議
員
・

竹
松
本
町
)

開
常
義
(
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合

長
・
松
原

一
丁
目
)

吉
本
登
(
科
学
技
術
庁
長
官
表
彰
・

松
並

一
丁
目
)

吉
村
重
利
(
市
有
林
監
視
員
・
田
下

町
)
制
野
口

文
夫
(
市
有
林
監
視
員
・

東
大
村
一
丁
目
)

岩
崎
直
吉
(
市
有
林
監
視
員
・
野
岳

町
)
鷲
塚
清
二
(
市
有
林
監
視
員
・
野
田

町
)
石
橋
千
里
(
市
有
林
監
視
員
・
原
町
)

。
社
会
福
祉
功
労

和
崎
イ
ツ
子
(
母
子
保
健
推
進
員
・

松
並
二
丁
目
)

川
添
喜
世
子
(
母
子
保
健
推
進
員
・

松
原
二
丁
目
)

河
内
次
雄
(
被
爆
者
手
帳
親
交
会
役

員
・
今
村
町
)

堀
江
勝
義
(
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
役
員
・
杭
出
津
二
丁
目
)

蜘
上
野
芳
嗣
(
遺
族
会
役
員
・
松

原
本
町
)

小
佐
々
メ
イ
子
(
母
子
寡
婦
連
合
会

役
員
・
大
里
町
)

O
教
育
文
化
功
労

飛
口
虞
(
体
育
指
導
委
員
・
杭
出
津

二
丁
目
)

福
嶋
健
吉
(
体
育
指
導
委
員
・
松
原

一
丁
目
)

本
田
忠
臣
(
市
立
史
料
館
運
営
委

員
・
武
部
町
)

O
人
命
救
助

水
本
義
昭
(
岩
松
町
)

橋
本
信
子
(
溝
陸
町
)

松
尾
ひ
と
み
(
溝
陸
町
)

井
石
浩
(
片
町
)

。
消
防
防
災
功
労

柿
山
勝
則
(
鬼
橋
町
)

藤

川

純

一
(
鬼
橋
町
)

梶
原
茂
(
消
防
団
分
団
長
・
武
部
町
)

長
田
俊
宜
(
消
防
団
分
団
長
・
中
岳

町
)
山
口
憲
彰
(
消
防
団
分
団
長
・
松
原

一
丁
目
)

西
村
康
男
(
消
防
団
分
団
長
・
宮
小

路
二
丁
目
)

。
徳
行

笹
山
盛
雄
・
正
子
(
一
二
城
町
)

藤
間
勘
己
満
(
沖
田
町
)

石
坂
軍
次
(
水
主
町
二
丁
目
)

西
田
啓
子
(
東
三
城
町
)

大
村
秀
成
(
玖
島
二
王
目
)

側
親
和
銀
行

側
十
八
銀
行

大
村
郵
便
局

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

制
大
村
青
年
会
議
所

大
村
市
管
工
業
協
同
組
合

。
優
良
団
体

前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

岩
舟
住
宅
町
内
会

竹
松
商
工
業
会

。
特
別
賞

久
保
奈
津
子
(
小
路
口
町
)

山
添
美
紀
(
鬼
橋
町
)

大
室
渚
(
竹
松
町
)

片
下
沙
織
(
竹
松
町
)

港
秀
和
(
松
原
本
町
)

11創業・異業種進出のための人材確保を応援します
新事業をおこす中小企業の活力、それに伴う新しい雇用の場づくり、いま大きな期待が寄せられています。そ

こで、緊急経済対策の雇用対策として「中小企業雇用創出助成金jが設けられました。中小企業や個人の方が創業

や異業種進出のために人材を確保する場合、助成金が受けられます。ぜひご相談ください。

.中小企業雇用創出人材確保助成金 雇い入れた場合、 6人までの賃金の 2分の 1(平成12年10月以降は3分の 1) 

を1年間助成します。(ただし、限度額があります。)

問い合わせ 雇用・能力開発機構長崎センター TEL 0 9 5 -8 2 1 -8 1 3 1 

長崎県職業安定課 TEL0 9 5 -8 2 2 -4 9 3 0 
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こ
ん
に
ち
は
。
教
育
委
員
会
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
、
大
き

く
分
け
て
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
」
「
学

校
体
育
保
健
」
の
仕
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
各
種
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
ご
存
知
の
「
市
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
(
叩
月
)
」
「
ロ

l
ド
レ

l
ス

大
会
(
ロ
月
)
」
は
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
一
貫
と
し
て
、
「
軽
ス
ポ

ー
ツ
大
会

(
2月
)
」
「
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
大
会

(
3
月
)
」
は
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
普
及
の
一
貫
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
小
中
学
生
を
対
象
と

~スポーツ振興課~

雪さん

松山町

稲塚

し
た
「
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
8
月
)
」
「
ポ

l
ト
ボ

l
ル
大
会

(
2
月
)
」
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
会
或
い
は
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を

陰
か
ら
支
え
て
お
ら
れ
る
の
が
、

各
小
学
校
区
に
い
る

2
名
の
体
育

指
導
委
員
、
野
球
・
陸
上
な
ど
幻

競
技
団
体
の
体
育
協
会
の
皆
様
で

す
。
こ
の
体
育
指
導
委
員
、
体
育

協
会
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
り
、
市

民
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
役
を
し

て
い
る
の
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で

す
。ま
た
、
「
学
校
体
育
保
健
」
は
、

一
見
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
は
関
係

な
い
よ
う
で
す
が
、
児
童
生
徒
の

体
力
向
上
、
学
校
の
各
種
検
診
、

伝
染
病
の
予
防
(
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ、

0
1
1
5
7
、
エ
イ
ズ
)
な

ど
の
啓
発
・
指
導
も
担
当
し
て
い

ま
す
。そ
の
他
、
市
内
の
体
育
施
設

(
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
)
の
修
繕
、
貸
出
業
務
も
行
っ

て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
皆
さ
ん

の
利
便
を
考
え
、
貸
出
に
つ
い
て

は
「
シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」
で

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
ニ

l
ズ

に
合
わ
せ
た
各
種
行
事
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ら
び
に
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
指
導
委
員
も
活
用

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私には三つの夢があります。一つは、動物のけがや病気

を治せる先生です O 一人っ子の私にとっては、家で飼って

いる黒ネコのゴルビーと同じ黒ネコのミークンとキジネコ

のブルーハワイ、そしてプードル犬のレオが妹、弟であり

親友です。毎日の生活の中で動物がいないなんて考えられ

ないくらい大好きです。

でも中には、とってもかわいそうな犬やネコもたくさん

います。動物も大切な生命をもって生まれてくるのだと思

うので、もしかわいそうな動物がいたら保護し治療してあ

げ、られる先生になりたいのです。

二つめは、踊りの先生です O 今、中学生のお兄ちゃんと

一緒に「長唄 風流三番史Jを習っています。とてもむず
かしいけど楽しいです。私は将来、藤伊流の名取りになっ

てたくさんおけいこをして先生になり、いろんな人に踊り

を伝えられるようになりたいです。

最後に、私は踊りとは対照的な日本空手も習っています。

真冬の寒い中でもくつ下もはかず暖房もありません。それ

でもがんば、って去年の試験で茶色帯に合格することができ

ました。きんちょうしたけど、合格したことでとてもうれ

しくて自信と勇気がわいてきました。強くなれた気がしま

す。中学生になる時には、今よりももっと強い黒帯になる

ことが私の目標です。

この三つの夢に向かつて楽しくがんばっていきたいです。

ん式」

E

員
一
フ

効

吋

叫か

際

υ'

伝

聞

れ

対

ルゲ

ア
ル
ダ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
従
姉
妹
の
プ

ラ
ン
カ
は
、
い
つ
も
私
に
最
新
の
ニ
ュ
ー

ス
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
夕

方
の
軽
食
が
始
ま
る
と
、
テ
レ

一

ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

一

P
1

ル
の
ド
ラ
マ
の
展
開
や
出
来
事

一
レ
ー
ー

を
知
ら
せ
る
事
が
私
に
課
せ
ら

一
↑
ι
H

れ
た
毎
週
の
お
勤
め
で
し
た
。
一
ァ
ル

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

一

A

ド
ラ
マ
が
毎
日
午
後
9
時
か
ら

一

1

放
映
さ
れ
て
お
り
、
人
気
番
組

一

/
U

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
ら

一
ド

nリ

は
ド
ラ
マ
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
ら

一

a

す
じ
を
心
か
ら
知
り
た
が
っ
て

一

cd

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
毎
週
私

一

A

は
テ
レ
ビ
雑
誌
を
買
っ
て
ド
ラ

一
行
S
喧

マ
の
展
開
を
調
べ
教
え
て
い
ま

一
川
目

し
た
。
彼
女
ら
は
い
つ
も

「な
一

M
T

ん
で
す
て
き
な
男
優
な
の
?
」

一

γ
t

「
あ
の
女
優
は
ほ
ん
と
う
に
美
し

一

Fr

い
!
」
と
ド
ラ
マ
を
賞
賛
し
、

一

'

l

ド
ラ
マ
の
時
間
を
邪
魔
さ
れ
る

一
γ

‘ル

の
を
好
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
ァ

A

ド
ラ
マ
の
話
が
終
わ
る
と
、

一

プ
ラ
ン
カ
が
私
の
従
兄
弟
フ
ィ
リ
ッ
プ
の

消
息
を
尋
ね
る
時
間
で
し
た
。
彼
は
私
よ

り
少
し
年
上
で
、
ア
ル
ダ
と
プ
ラ
ン
カ
に

対
し
て
と
て
も
遠
慮
深
か
っ
た
。
更
に
悪

い
事
に
彼
が
極
端
に
や
せ
て
い
て
食
べ
物

を
あ
ま
り
好
ま
な
い
所
を
、
二
人
は
許
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
や
せ
た
男
は
結
婚
で
き

な
い
。」「
彼
は
大
急
ぎ
で
肥
ら
な
い
と
、
女

の
子
は
誰
も
彼
の
こ
と
を
見
向
き
も
し
な

い
。」
彼
女
ら
の
話
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
楽
し

い
人
だ
と
私
が
い
く
ら
説
明
し
て
も
、
食

べ
物
に
感
謝
し
な
い
人
間
を
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

彼
女
ら
が
い
く
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
た

が
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
実
は
想
い
出
や

昔
話
を
語
る
相
手
を
待
ち
構
え
て
い
ま
し

た
。
彼
女
ら
は
今
に
あ
ま
り
感
心
が
な
く
、

'

昔
の
方
が
大
事
で
し
た
。
二
人
と

園

も
偉
大
な
語
り
べ
だ
っ
た
の
で
、

四

そ
の
話
は
い
つ
も
楽
し
い
も
の
で

回

し
た
。
プ
ラ
ン
カ
は
青
春
時
代
、

聞

い
か
に
自
分
が
美
し
く
、
男
性
に

聞

も
て
た
か
を
語
る
の
が
大
好
き
で

:

聞

し
た
。
ア
ル
ダ
の
話
は
自
分
の
子

J
阻

ど
も
や
孫
の
幼
い
頃
の
想
い
出
で

v
』

回

し
た
。
私
は
全
て
の
話
を
覚
え
て

'a
m
し
ま
い
ま
し
た
が
、
彼
女
ら
の
話

;

m
ぶ
り
が
面
白
い
の
で
、
時
折
私
の

'え

四

お
気
に
入
り
の
話
を
頼
み
ま
し

一五

四

た
。

-

聞

こ
の
訪
問
は
、
語
学
の
合
間
の

靖国

-

ち
ょ
う
ど
良
い
息
抜
き
に
な
り
ま

、u
-
し
た
。
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
肥

4

-

っ
た
厳
し
い
女
性
で
、
生
徒
は
皆

-

恐
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
フ
ラ

-

ン
ス
び
い
き
で
、
と
り
わ
け
フ
ラ

四

ン
ス
の
自
動
車
を
誇
り
に
し
、
日

-

本
車
を
見
下
し
て
い
ま
し
た
。
生

園

徒
が
間
違
っ
た
り
テ
ス
ト
の
成
績

が
悪
い
と
、
す
ぐ
に

「君
の
お
父
さ
ん
は

日
本
車
を
買
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」

と

叱
り
ま
し
た
。
テ
ス
ト
の
点
数
が
上
が
る

と

「
つ
い
に
君
の
家
族
は
フ
ラ
ン
ス
車
を

子
に
入
れ
た
ね
。」
と
テ
ス
ト
に
書
か
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
私
の
家
で
は
、
い
つ
も
イ

タ
リ
ア
車
で
し
た
。
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環

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
に
よ
る

小
型
廃
棄
物
焼
却
炉
の
規
制
に
つ
い
て

事
業
者
の
皆
様
ヘ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法

の
施
行
(
平
成
立
年
1
月
日
日
)
に
伴

い
、
事
業
所
内
で
現
在
使
用
し
て
い
る

廃
棄
物
焼
却
炉
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設

・
火
床
面
積
(
炉
の
床
面
積
)
が

ω2m

以
上
の
も
の

・
ま
た
は
、
焼
却
能
力
が
1
時
間
当
た

り
田
辺
以
上
の
も
の

課
せ
ら
れ
る
義
務
等

・
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
自
主
測
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
0

・
排
出
基
準
の
順
守
義
務
等
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
央
保
健
所

ま
た
は
、
県
環
境
保
全
課
ま
で
ご
照
会

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
央
保
健
所
(
宮
⑧
3
3
0
5
)

県
環
境
保
全
課
(
宮

0
9
5
1
8

2

2
4
7
2
1
)
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
法
律
違
反
で
す
!

ゴ
ミ
の
量
が
増
え
る
と
と
も
に
、
不

法
投
棄
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。大
村
市
は
、
今
年
1
月
か
ら
第
3
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
大
村
都
市
開
発
術
」

の
協
力
を
受
け
、
不
法
投
棄
に
対
す
る

巡
視
等
を
強
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
県
央
保
健
所
や
大
村
警

察
署
と
と
も
に
、
決
め
ら
れ
た
ル
l
ル

を
守
ら
な
い
人
に
は
厳
し
い
姿
勢
で
対

処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。内

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
ま
ち
大
村
を
目
指
し
て
!

私
た
ち
の
ま
ち
を
美
し
く
き
れ
い
に

す
る
た
め
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
そ

う
と
、
こ
れ
ま
で
市
民
団
体
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

主
な
事
業

空
き
か
ん
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

6
丹

市
民
大
清
掃

8
月

大
村
湾
沿
岸

一
斉
清
掃

3
月
と
8
月

私
た
ち
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
循
環

型
社
会
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ゴ
ミ
の
減
量
化

と
分
別
収
集
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

。
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
ポ
イ
ン
ト

①
欲
し
い
も
の
よ
り
必
要
な
も
の
を
買

い
ま
し
ょ
う
。
②
生
ゴ
ミ
は
コ
ン
ポ
ス

ト
等
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
堆
肥
化
が

可
能
で
す
。
土
壌
に
還
元
し
ま
し
ょ
う
。

③
廃
油
か
ら
「
せ
っ
け
ん
」
が
作
れ
ま

す
。
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
?

④
牛
乳

パ
ッ
ク
を
始
め
と
す
る
紙
パ

ッ
ク
や
新

聞
紙
、
雑
誌
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
⑤
不
用
品
は
、
バ
ザ
ー
や

ガ
レ
ー
ジ
セ
l
ル
等
を
利
用
し
循
環
型

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
⑥

「容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン
・
缶
を
分
類

の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の

完
全
実
施
に
よ
り
7
月
か
ら
は
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
容
器
が
新
し
く

分
別
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
⑦
ゴ
ミ
に
し
て
し
ま
う

前
に
、
も
う
少
し
使
え
な
い
か
、
別

な
使
い
道
は
な
い
か
を
考
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
⑧
商
品
の
過
剰
包

装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。
買
い
物
に
は
、

自
分
で
バ

ッ
グ
(
マ
イ
バ

ッ
グ
)
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。
⑨
シ
ャ
ン
プ
ー

や
洗
剤
は
詰
め
替
え
用
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
⑩
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ

商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

⑪
買
い
物
は
県
認
定
の
エ
コ
シ
ョ

ッ

プ
(
市
内
に
日
庖
舗
)
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
(
屈
に
ポ
ス
タ
ー
や
認
定
証

が
貼
つ
で
あ
り
ま
す
。)
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昨
年
の
市
民
大
清
掃

下水道が整備されると

下水道事業受益者負担金が
賦課されます

下水道の施設は、道路や公園などのような一般の公共

施設とちがって、整備することによって利用できる人々

力報られてきます。下水道の建設費を市税なとで賄うと、

将来的に下水道の恩恵を受けない人達まで負担をかける

ことになります。公平な負担の原則から、整備すること

で利益を受ける人達に下水道建設費の一部を負担してい

ただくことによって、より一層の整備促進をしようとい

うのが、「都市計画法に塁づく受益者負担金制霞jです。

0受益者負担金を納める時期 皆さ/VJ)区域の事業の進

み具合に応じて逐次お願いすることになります。

O受益者負担金額土地1ぱ当り200円(坪当り約6

60円)です。

問い合わせ

下水道業務課料金係(内線412) 



平
成
打
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
補
助
金
の
申
請

準
備
は
お
済
み
で
す
か
?

本
年
度
も
補
助
金
申
請
の
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。
記
録
票
や
領
収
書
な
ど

を
整
理
し
、
補
助
金
申
請
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

-
合
併
浄
化
槽
設
置
の
際
、
大
村
市
か

ら
設
置
補
助
金
を
受
け
て
い
る
こ
と

-
適
正
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
こ
と

①
働
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
の
法
定
検
査

を
受
け
て
い
る
こ
と
②
保
守
点
検
を
年

3
回
以
上
実
施
し
て
い
る
こ
と
③
清
掃

を
年
1
回
実
施
し
て
い
る
こ
と

次
の
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

-
合
併
浄
化
槽
設
置
の
際
、
大
村
市
か

ら
設
置
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
と
き

・
腕
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
の
法
定
検
査

を
拒
否
し
た
り
、
検
査
料
の
未
払
い
等

に
よ
り
法
定
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
と
き

-
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
十
分
な
と
き

-
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の
区

域
内
で
、
供
用
開
始
後
6
か
月
以
内
に

接
続
せ
ず
、
引
き
続
き
合
併
処
理
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
と
き

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

・
補
助
対
象
経
費

平
成
日
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
ロ
年
3

月
氾
日
の
期
間
に
要
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用

-
提
出
書
類

①
補
助
金
申
請
書
②
補
助
金
交
付
請
求

書
③
法
定
検
査
料
(
日
条
検
査
)
の
領

収
書
の
コ
ピ
l
④
保
守
点
検
料
の
記
録

票
・
領
収
書
の
コ
ピ
l
⑤
清
掃
料
の
記

録
票
・
領
収
書
の
コ
ピ
l
①
②
は
、
環

境
保
全
課
に
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
③
j
⑤
は
、
個
人
向
け
の
コ
ピ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
ご
自
身
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

-
提
出
期
限

4
月
3
日
何
j
m
日
⑥
ま
で
厳
守

・
補
助
金
の
額

1
表
の
額
と
2
表
で
計
算
し
た
額
と
を

比
較
し
て
、
ど
ち
ら
か
少
な
い
方
の
額

問
い
合
わ
せ環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

排水設備等工事指定業者
の受け付けについて

4月1白から、指定業者の指定要件が緩
和された新制度が県内でスター卜します。

新制度に伴い指定工事居申請を受け付けま

す。

8人槽以上

40，000円

ア人槽

37，000円

6人槽

34，000円

5人槽

31，000円

処理人種

基準額

1表

指定期間 4月1日~平成17年3月31己
申請料 1万円
受付期間 3月1白から随時受付
提出先・問い合わせ

下水道建設課(内線406)
処理人槽 5人槽 1 6人槽 1 7人槽 18人槽以上

法定検宣料 保守点検料・清掃料の領収書の総額

+ 
実補助

(ブロアー電気料加算 1，000円×使用月数)

経費額 30，000円 I32，000円 I34，000円 I36，000円
× 

(使用月数ハ2)

表
(
公
共
下
水
道
等
の
使
用
料
平
均
相
当
)

2
 

やさしい環境講座

私たちの身近にある大村湾や'lIIのことを知りたい。

f地球温暖化jって何?

大村市の{環境j について輿昧・関II~Aがある。 そA広方におす

すめなのが Iやさしい環境講座jです。
全6回の講座をとおして、水を中ID¥に環境に関する塞礎知識を

身につけることかできます。

3月 1 日~3月31 日

40人(先着l額・定員になり次第締め切ら
させていただきます。)

容年6回の「やさしい環境講座jへα耳
(下水処理揚や清掃セン夕一の見掌、リバ

ーウォッチングλd湾参加など)

募集期間

人員

内

環境保全課 8⑮411 1 
(内線142・144)

fγ、9

.ぷ;勝申し込み
問い合わせ

大村湾沿岸一斉清掃の日
3月26日(日)
午前ア時30分~

[大村潜をきれいにする会j大村麦部では、ふるさとのきれい

な海や川を吾どもたちに残したい、そh広思いから、大村湾の沿
岸清掃を行っています。(年2回実施)
あなたも早輯のさわや力な空気の申で、海岸をひ。つ力び力、にし

ませんか?

ぜひこ参加ください。

大村公園 南堀駐車場(玖富Jl I~大村高校ボ

ート部艇庫付近の海岸で行います。)

※当日は、手袋、長靴をご用意ください0 ・お-:.>>~捗
※ごみ袋は事務局で用意いたします。 二けミ平均ーや
※雨天の場合は申止します。 >>，五五島

I大村湾をきれいにする会j大村支部
(事務局市環境保全課内線144) 

場所

問い合わせ

~13 



「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン

・
缶
を
分

類
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の
完

全
実
施
に
よ
り
7
月
か
ら
は
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
容
器
が
新
し
く
分
別
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

つ
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
袋
に
つ
い
て
は
、
市
販
の
無
色
透
明
の
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

(
本
来
は
、
資
源
物
回
収
の
日
に

出
す
も
の
で
す
が
、
資
源
物
の
排
出
量
が
多

ア
月
か
ら
『
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
』

資
源
回
収
し
ま
す
!

資
源
回
収
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル
ミ
・

ス
チ
ー
ル
缶
、

、ひ
ん
、
衣
類
、
新
聞
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
ま

で
同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

A

フ
ロ
は
こ
れ
に
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
は
、

2
種
類
に
分
け
て
出
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。

分
別
の
仕
方

-4 

-
中
身
が
付
着
ま
た
は
、
混
入
し

て
い
る
も
の
は
、
水
洗
い
し
ま
す
0

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

2
種
類
に
分

け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。-Aと
B
の
2
種
類
に
分
類
し
ま

す
が
、
絶
対

A
と
B
が
混
ざ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

A
分
類
は

A
分

類
で
、

B
分
類
は

B
分
類
で
、
ー

く
、
そ
の
日
に
回
収
で
き
な
く
な
る
た
め
、

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
回
収
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
)

-
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ゐ
フ
ま
で
通
り
の
出
し

方
で
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
「
ご
み
出
し
ガ
イ
ド
」
と
平
成

ロ
年
度
「
資
源
物
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
収

集
日
割
表
」
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

市
役
所
の
受
付
、
市
民
課
、
矢
口
出
張
所
お

よ
び
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

旧
「
正
し
い
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
ガ

イ
ド
」
と
平
成
什
年
度
「
資
源
物
、
燃
や

せ
な
い
ご
み
収
集
日
割
表
」
は
、
「
資
源
物
」

と
し
て
「
雑
誌
」
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

(その他のプラスチック容器)

分類 容器類 主な分別例

プラスチック容器 -卵 ・みそ豆腐・菓子 ・力レー ・海藻などの容器

ボ 卜 jレ 実頁
-食用油 ・洗剤 シャンブ ・調昧料などのボトル

A -力ッブ麺 インスタン 卜食品 ・プリン・ アイスクリ
力 ツ プ 実買 ームなどの力ッブ

そ の 他 類 -ペッ トボ、トルのフタ 入浴剤のフタなどのプラスチ
ック類のフタ

ポ リ 袋 -米の袋・ お菓子袋-インスタントラーメンの袋

B レ ジ 一 袋 ス-)て一等の袋 ・その他

ト レ 一 実頁 -肉 ・野菜・魚・惣菜等のトレ一類、その他

14-
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清掃センター

。/



工
夜
、
ム
君
主

f
B

J
Y
;
4

・'
'
I
P
5
4
v
e
'
d
b
飢

安
平
っ
て
ど
ん
な
人
?

550X1130・東京都緑の情報センタ一所蔵

長
岡
安
平
は
、
天
保
均
年

(
1
8
4

2
)
、
肥
前
大
村
藩
彼
杵
(
現
東
彼
杵
町
)

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

安
平
に
よ
れ
ば
、
少
年
時
代
は
病
気

が
ち
で
学
問
や
武
術
は
好
き
で
な
く
、

草
木
の
栽
培
や
小
鳥
・
鶏
類
の
飼
育
に

余
念
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
健
康
を
取
り
戻
す
に
つ
れ
、

庭
造
り
に
関
心
を
寄
せ
る
様
に
な
り
ま

す
が
、
時
代
は
明
治
維
新
の
激
動
の
な

か
、
そ
れ
ま
で
君
主
に
必
要
と
さ
れ
た

造
庭
師
は
姿
を
消
し
、
師
と
仰
ぐ
べ
き

人
物
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
安
平
は
、
一
人
、
緑
豊
か
な
多
良
連

山
と
波
静
か
な
"
琴
の
海
“
大
村
湾
と

の
聞
に
広
が
る
裏
見
の
滝
・
千
綿
渓
谷

な
ど
が
散
在
す
る
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
、

こ
の
故
郷
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
分
け

入
り
、
自
然
の
観
察
研
究
を
つ
づ
け
、

天
地
自
然
の
景
観
の
中
に
最
善
の
師
を

見
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
お
歳
の
安
平
は
、
明
治
3
年、

大
村
藩
の
先
輩
楠
本
正
隆
に
従
っ
て
上

京
し
ま
す
。

正
隆
が
山
陰
・
山
陽
・
紀
伊
・
大

江波公園設計図・広島県広島市・明治32年

長岡安平明治13年頃の写真
「祖庭長岡安平翁遺稿jより

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

和
・
名
古
屋
な
ど
に
出
張
し
た
際
に
も

同
行
し
、
明
治
5
年
に
正
隆
が
新
潟
県

令
(
県
知
事
)
に
な
る
と
、
彼
に
従
っ

て
新
潟
に
お
も
む
き
ま
す
。

正
隆
は
、
当
時
新
潟
の
白
山
公
園
を

建
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
恐
ら
く
こ
の

時
、
安
平
が
こ
の
公
園
の
建
設
に
関
係

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
8
年
、
正
隆
が
東
京
府
知
事
に

栄
転
す
る
と
安
平
も
共
に
上
京
し
、
明

治
刊
年
に
は
、
安
平
お
歳
で
東
京
府
土

木
職
員
と
な
り
ま
す
。

東
京
の
大
小
ほ
と
ん
ど
の
公
園
整
備

に
携
わ
り
、
さ
ら
に
街
路
樹
苗
木
の
育

成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
保

存
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
の
坂
本
公
園
、
秋
田
の

千
秋
公
園
の
設
計
が
大
評
判
と
な
り
、

公
園
は
も
と
よ
り
個
人
庭
園
に
つ
い
て

も
設
計
依
頼
が
殺
到
し
、
役
所
の
辞

任
・
再
任
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
各
地

の
公
園
・
庭
園
の
設
計
を
行
い
、
全
国

的
な
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

大
正
日
同
年

(
1
9
2
5
)
抱
月
初
日
、

東
京
芝
白
金
三
光
町
の
自
宅
で
お
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

••• 
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安
平
の
公
園
造
り

世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
日
本
庭
園
は
、
京
都
を
中
心

に
発
達
し
、
そ
の
技
法
は
厳
し
い

徒
弟
制
度
の
中
で
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
一
部
の
支
配

者
階
級
の
個
人
的
所
有
で
あ
り
、

一
般
の
人
々
が
自
由
に
楽
し
み
利

用
出
来
る
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
安
平
の
設

計
し
た
公
園
は
著
し
く
公
開
的
で

あ
り
、
多
く
の
人
々
を
受
け
入
れ

る
広
場
が
あ
り
、
児
童
の
遊
戯
場

を
設
置
す
る
こ
と
を
必
要
条
件
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
園
に
植
え
る
べ
き

樹
木
は
、
そ
の
土
地
に
適
し
た
自

高伺公園改良設計図・富山県高岡市
明治44年・ 1420X1050・富山県高岡市所蔵

然
木
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
花
木
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
機
具
や
堅
固
な
外
柵
・
ト

イ
レ
・
あ
ず
ま
や
・
水
飲
み
井

戸
・
公
園
灯
な
ど
、
利
用
本
位
の

公
園
施
設
の
設
置
も
既
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
安
平
は
、
窮
屈
な
又
頑

固
な
自
然
論
者
で
は
な
く
、
幾
何

学
的
な
洋
風
花
壇
や
迷
園
(
一
時

期
は
や
っ
た
巨
大
迷
路
)
の
設
計

も
度
々
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
時
代
の
要
求
に
先

ん
じ
た
安
平
の
公
園
造
り
は
、
近

代
都
市
公
園
に
多
大
の
功
績
を
残

・
し
念
デ
レ
私
九
。

【長岡安平の設計した主な公園]
?の島公園 (札幌市) 坂本公園 (東京都)
合浦公園 (青森市) 高岡公園 (富山県高岡市)

岩手公園 (盛岡市) 定治tu公園(福井市)
三千萩公園(秋田市主義公園(広島市)

横手公園 (秋田県横手市) 高知公園 (高知市)

長岡安平顕彰事業実行委員会
会長満井録郎



-
大
村
市
の
水
道
①

水

道
の
水
が
で
き
る
ま
で

-萱瀬ダム
大村市の人口は年々増加してお

り、これに伴って水の使用量も増

え続けています。現在、大村市の

水はその多くを地下水に頼ってい

ますが、地下水は限りある資源で

すO このため、平成 6年からダム
の嵩上げ工事が行われており 、ダ

ム本体工事完成後 (平成12年3月予
定)は、 1日15，000rriの水が送ら
れてきます。

+ 1-回目
夕、ム嵩上げ工事完成後
(平成12年3月予定)

790/0 

210/0 

現在

地下水と
表流水の割合
仁コ 表流水(川などの水)

仁コ 地下水 (深井戸)

水
不
足
な
ど
不
測
の
事
態
に

ま
ず
水
。

EE亙E・
一日のうちで多くの水を使う時
のために水を貯えておきます。( 

固まったごみや土を
しすませて取り除きます。

観宙覇市

自-

量豊

込町申 書
.'. I • • .-:・:・

• ・
・

• 
・

薬品を入れて水の中のごみや
土を大きなかたまりにします。

送られてきた水の量を
調整します。

安全でおいしい水を求めて
水道水は「安全」であることは絶対条
件です。そのうえ、 「おいしい水jであ
るととも大事なことです。 r安全でおい
しい水」を作るために坂口浄水場では、
多くの水質検査を行い、職員が24時間
体制で水を監視しています。

-hJlj-

e~璽宮田
地下の深いところから水を
くみ上げます。大村市の井
戸の数は18か所で、一番深
い井戸は100mあります。

水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
出
て
く
る
の
が
当
然
・
:
で
も
、
災
害
、

遭
っ
た
と
き
に
そ
れ
は
当
り
前
の
こ
と
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は
、

水
は
生
命
の
源
で
あ
り
、
「
水
の
あ
る
暮
ら
し
は
当
り
前
」
で
は
な
く
、

「
水
は
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
で
す
。

そ
こ
で
大
切
な
水
を
安
全
で
お
い
し
く
、
安
定
的
に
皆
様
の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

水
道
部
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
水
道
の
し
く
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

• • • • • • • • • 

さ51こ水を砂や砂利の層を
とおしてきれいにします。

各家庭ヘ1年間
9.722.523 rrl 

大切な水を守るために
大切な水をむだにしないた
め、毎年古くなった管の取
り替えや漏水の調査、修繕
を行っています。

A 

、、
、...._------------圃・---・----・、、

ー• 

坂口浄水場見学

己記

皆さんの費用で
設け5れた個人
財産です。25mプールの約90杯分

1日平均
26.637rrl 

1人1日平均
364.e 

※大村市の配水管の総延長は、約314.4kmで、すO
水質検査

(直線距離で大村から広島県東広島市まで)

語習-

問い合わせ

大村市水道部 853・11 1 1 
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①大村公園

②野岳湖公園

③琴平スカイパーク

④岳ノ木場公園

⑤裏見の滝自然花苑

⑥シャクナゲの里



保• 年

推
薦
(
大
村
市
長
賞
)

須
田
ノ
木
町
楠
本
邦
博
さ
ん
の
作
品

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

保
険
証
(
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
)
が

4
月
1
日
か
ら
替
わ
り
ま
す

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
3
月
氾
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
4
月
1
日
か
ら
は
新
し

い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
(
も
も

色
)
、
退
職
被
保
険
者
証
(
あ
さ
ぎ
色
)

に
替
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

①
被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
(
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
)
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
(
間
違
い
が
あ
れ
ば
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
)

②
被
保
険
者
証
は
、
必
ず
お
手
元
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
4
月
1
日
か
ら
診
療
を
受
け
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
(
も
も

色
、
あ
さ
ぎ
色
)
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
、
科
目
以
内
に
必
ず
届

出
を
①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、

他
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
は
、
国
保

の
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
保
険
証

を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

②
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
り
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
は
、
国
保
の
資
格
取
得
の
手
続
き

を
し
て
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
年
金
証
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
2
)

毘
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
!

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
と
、
つ
い
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳

お
よ
び
届
出
印
を
持
参
の
上
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係
(
内
線
1
1
2
)

年
金
係
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
1

現
在
、
大
村
市
が
発
行
し
て
い
る
平

成
日
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

は
使
用
期
間
が
残
り
あ
と
わ
ず
か
(
平

成
立
年
4
月
お
日
ま
で
)
と
な
っ
て
い

ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
う

っ
か
り
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

り
、
口
座
振
替
で
引
き
落
と
し
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
な
ど
未
納
の
保
険
料
が

あ
る
方
は
お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
紛
失
な
ど
に
よ
り
納
付
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
に
は
納
付
書
を
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
年
金
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

来
る
べ
き
老
後
の
備
え
と
し
て
年
金

受
給
権
を
確
保
し
、
少
し
で
も
多
く
の

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と

せ
っ
か
く
納
付
し
て
い
た
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
立
年
の
5
月
以
降
に
は
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
保
険
料
の
請
求
(
納
付
書

の
送
付
)
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
は
、
納
付
が

ど
う
し
て
も
で
き
な
い
場
合
に
は
、
放

っ
て
お
か
ず
に
、
ご
面
倒
で
も
お
早
め

に
保
険
年
金
課
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

E
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

広
報
お
お
む
ら
9
月
号
で
募
集
し
ま

し
た

「第
日
回
大
村
市
国
民
年
金
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
賞
者
を
次
の
方
々

に
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度

P
R
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

{
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
}
(
敬
称
略
)

推
薦
楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)

特
選
浦
孝
行
(
乾
馬
場
町
)
川
鶴

正
保
(
片
町
)
安
永
敦
子
(
協
和
町
)

入
選
浦
孝
行
(
乾
馬
場
町
)
安
永

敦
子
(
協
和
町
)
岩
本
敏
江
(
杭
出

津
3
丁
目
)
佳
作
楠
本
邦
博
(
須

田
ノ
木
町
)
安
永
善
明
(
協
和
町
)

楠
本
哲
夫
(
中
岳
町
)
奨
励
賞
川

鶴
正
保
(
片
町
)
安
永
善
明
(
協

和
町
)
溝
江

三
重
子
(
松
並
1
丁
目
)

片
山
節
子
(
松
並
1
丁
目
)

問
い
合
わ
せ保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
4
)
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櫨

福
祉
の
ま
ち
柿
つ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
福
祉
の
ま
ち
哨
つ
く
り
条
例
の
基
本

理
念
で
あ
る
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
ま
ち
哨
つ

く
り
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
時
国
側
午
後
1
時
初
分
i

4
時
初
分

場
所

N
C
C
&
ス
タ
ジ

オ

(
長
崎
市
茂
里
町
)

テ
ー
マ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
す
す
め
よ

う

内
容

堀
田
力
氏
(
弁
護
士
・

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
)
講
演
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ

県
社
会
福
祉
課

(
8
0
9
5
1
8
2
21
1
0
2
2)
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

市
民
み
な
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区

宮
小
路
2
丁
目
地
区

委
員
名

葉
山
半
四
郎

住
所

宮
小
路
2
丁
目
1
3
3
0番
地
2

電
話

(宮
③
3
8
2
3
)

11 

、

税

平
成
句
年
度

市
民
税
・
県
民
税
・
鼠
民
健
康
保
険
税

の
申
告
は
お
早
め
に
!

3
月
は
下
記
の
日
程
(
土
・
日
を
除

き
ま
す
)
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
や
、

2
月
に
申
告
で
き
な
か
っ
た

人
は
、
早
め
に
市
役
所
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
期
限
は

3

月
日
日
制
で
す
。

未
申
告
の
場
合
、
所
得
証
明
な
ど

の
交
付
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

制
度
の
適
用
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
2
・
1
2
3
・
1
2
4
)

受付日程表
霊伺時間 午前8時30分~午後4時

地 区 申告墨付目 揚 所

;南 3月1日(水) =浦出張所

鈴 田 3月2日(木) 鈴田出張所
tEヨh 瀬 3月3日(金) 董瀬出張所

竹松(震業のある世情) 3月6日(月) 竹松出張所

松 原 3月7日(火) 松原出張所

福 重 3月8日(水) 福重出張所

市役所会場確定申告期限日
受旬場所 市役所大会議室 (2階)
受付時間 午前9時~午後4時
申告受旬 譲渡所得は3月3日(金)まで、営業・農業・

その他の事業等は3月10日(金)まで
給与・年金等は3月15日(水)まで

還付申告は3月15日(水)まで
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確定申告の期限自にご注意!

確定申告
確定申告は、 3月15日(水)までです。
期限までに申告してください。

受付時間 午前9時~午後4時
申告場所 諌早税務署(干854-8666諌早市永昌東町
25番地45号告⑫1370)



みんなの

健康自立を支援する「介護保険」
一介護サービス計画(ケアプラン)が大切-

い
よ
い
よ
4
月
か
ら
「
介
護
保
険
」

が
始
ま
り
ま
す
。
老
後
の
最
大
の
不

安
な
要
因
と
い
わ
れ
る
「
介
護
の
問

題
」
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度

で
す
。
「介
護
保
険
」
は
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
自
立
し

た
生
活
で
住
み
慣
れ
た
街
に
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
、
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
保
健
・
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
受
け
る
こ
と
の
出
来

る
仕
組
で
す
。

「介
護
保
険
」
の
最
大
の
目
的
は

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」
と
「
本
人
自

身
に
よ
る
選
択
」
に
あ
り
ま
す
。
従

来
の
高
齢
者
介
護
は
、

ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
、
高
齢
者
の
身
体
を
清
潔
に

保
ち
、
食
事
や
入
浴
の
面
倒
を
見
る

と
い
っ
た
「
お
世
話
」
の
面
に
と
ど

ま
り
が
ち
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

た
と
え
重
度
の
障
害
を
持
っ
た
高
齢

者
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
車
椅
子
で

外
出
し
、
好
き
な
買
い
物
が
で
き
、

友
人
に
会
い
、
地
域
社
会
の

一
員
と

し
て
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、

九:~

山下外科医院

院長 山下直宏

自
分
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
、
「
自
立
し
た
生
活
」
の
実

現
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
人
(
場

合
に
よ

っ
て
は
家
族
)
の
主
体
性
を

尊
重
し
、

「本
人
が
選
ぶ
サ
ー
ビ
ス
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
方
針
・
目
標
・
内
容

な
ど
)
を
つ
く
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
認
定
を
受
け

た
利
用
者
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

が
、
本
人
や
家
族
の
希
望
な
ど
を
ふ

ま
え
て
、
利
用
者
の
状
態
に
合
わ
せ

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て

く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
)
が
担
当
し
、
介
護
の
必
要
程
度
に

よ
っ
て
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、

よ
り
良
い
介
護
が
う

け
ら
れ
る
か
な
ど
を
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
(
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

と
こ
ろ
)
や
、
施
設
な
ど
と
連
絡
調

整
を
行
い
な
が
ら
計
画
を
つ
く
り
ま

す
。
本
人
が
介
護
支
援
専
門
員
も
自

由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
不
満
が
あ

れ
ば
別
の
介
護
支
援
専
門
員
に
依
頼

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
本
人
自
身
で

つ
く
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
つ
く
る

と
き
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

-
ポ
イ
ン
ト
1

閉
じ
こ
も
ら
な
い

在
宅
介
護
で
は
、
何
と
な
く
介
護

さ
れ
る
側
も
介
護
す
る
側
も
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
介

護
さ
れ
る
側
が
閉
じ
こ
も
る
と
、
寝

た
き
り
、
痴
呆
が
ま
す
ま
す
重
度
に

な
り
、
介
護
が
い

っ
そ
う
大
変
に
な

っ
て
き
ま
す
。

一方、

介
護
す
る
側

が
閉
じ
こ
も
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
強

く
な
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
が
ひ
ど
く
な
り
、

つ
い
に
相
手
に
つ
ら
く
当
た
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
起
乙
り
か
ね
ま
せ
ん
。

・
ポ
イ
ン
ト
2

何
で
も
利
用

私
た
ち
の
生
活
は
、
お
米
屋
さ
ん
、

八
百
屋
さ
ん
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
多
く

の
も
の
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
も
同
じ
こ
と
で
、
な
る
べ

く
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
が
「
ゆ
と
り
の
あ
る
介

護
」
の
秘
訣
で
す
。

・
ポ
イ
ン
ト
3

介
護
支
援
専
門
員
を

よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に

よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
介
護
支
援
専

門
員
の
能
力
次
第
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
は
、
本
人

・
家
族

の
希
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
自
立

へ

向
け
た
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
支
援
専
門
員
は
サ
ー
ビ
ス
全
体

の
調
整
だ
け
で
な
く
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
が
予
定
通
り
に
提
供
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
見
直
す
必

要
が
な
い
か
ど
う
か
注
意
を
払
う
義

務
が
あ
り
ま
す
。

・
ポ
イ
ン
ト
4

「
介
護
保
険
」
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
も

「介
護
保
険
」
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
、

例
え
ば
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
送
迎
サ
ー

ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援

な
ど
も
計
画
に
盛
り
込
め
ま
す
。
い

ろ
ん
な
社
会
資
源
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
生
活
の
中
で
自
分

な
り
の
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
作

れ
ま
す
。
こ
れ
も
介
護
支
援
専
門
員

の
協
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

-
ホ
イ
ン
ト
5

か
か
り
つ
け
要
持
つ

「
主
治
医
(
か
か
り
つ
け
医
)
の

意
見
書
」
を
参
考
に
し
て
、
介
護
サ

ー
ビ

ス
計
画
が
つ
く
れ
ま
す
。
地
域

の
身
近
な
か
か
り
医
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
本
人
の
健
康
状
態
・
生
活
状

態
を
充
分
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
り

ま
す
。
今
後
半
年
置
き
の
再
認
定
の

時
も

「主
治
医
の
意
見
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
幻
世
紀
へ
む
け
て
、
人
間

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
頼
し
自
立

を
支
援
す
る
「
介
護
保
険
」
が
、
社

会
を
構
成
す
る

一
人
ひ
と
り
が
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
立
の
心
の
重
要
性
を
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を

選
択
で
き
る
社
会
を
創
る
た
め
の
原

動
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

健康テレホンサービス
(095) 826-5511 
広三三種混合・麻しん・風しん

予防接種実施申!
大腸癌検診

肺気腫の手術

赤ちゃんの便の異常

めまいを治す体操

歯ブラシの硬さについて

未成年者の妊娠

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土.日曜日

年聞を通じて実施しています
ので、お三子様の体調のよい時
に受けてください。
詳しくは[健康のしおりと国
民健康保険jをご覧ください。
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1/41駆けぬけろ!!鈴白河
寒々とした冬空の下、鈴田地区で「鈴つ吾駅伝マラソ

ン大会jが開催されました。ミ子ども達は、白い患を吐き

ながら新吾のマラソンを楽しみました。

11mお母さんのための
一 ミニコンサート
すこやかセンターで、プロのオペラ歌手による

ミニコンサートが聞かれました。このコンサー卜

は、育児中でホールに行けない人、胎教によい音

楽を聴きたい人のために聞かれたもので、楽しい

おしゃべりを交えての美しい歌声は、お母さん方

にとってのいいリフレッシュになりました。

CAMERA SPOT 

:
l
i
i
j
 

i・!

1/.18橋本正陸部清掃
大村高校生徒会の主催により、玖島2丁目の!日

楠本正隆屋敷および上小路公園の清掃活動が行わ

れました。

1/.早く早くもっと早く!!
「大村ふれあいフ工スタjがシ-ハットおおむらで行われま

した。フェスタには、市内小 -中・高校生、ろう掌校・大村・

久原両養護掌校やボランティアの人々約1，000人が参加。夕、ン

スやゲームなと、で交流を深めました。

11_文化財筋火デー消防訓練
、.，18楠本正隆屋敷
1月26日が文化財防火デーに定められていることから、

市の指定文化財である I1日楠本正隆屋敷Jでは、大村消
防署の指導のもと消防訓練が行われました。

1/.力作ズラリ
大村市チャレンジド作昂展が中地区公民館で聞かれました。

市内6小掌校・ 4中学校の特殊学級の児童生徒が作ったバッ
グや紙ねんど人形、牛乳パックやビデオケースなどを利用し

て作った貯金箱・えんぴつ立てなと、アイテ、アいっぱいのリサ

イクル作品などが展示されました。

~22~ 

• 
1/.気合いを込めて
大村市剣道協会武道始めが市武道館で行

われました。式には市内の剣道愛娼家約

200人が参加。棒術などが披露されたあと

小学生などが元気に竹刀を振っていました。1/.ふるさとを駆ける!! 
「第19回董瀬新吾駅伝大会jに13チームが

参加、ア区間21.5kmで行われました。選手た

ちは、地区住民の声援を受けながら、健脚を

競いました。

~ノ.~
2・V孟 ふ，ミ号、
、 、、“ ζ〉ヤ 、 曹、、 電通

一 ~ι ~.，! ノ

1/.きめろ!!ゴール
竹芸連サッ力一大会が竹松小掌校グランド

で行われました。大会には、8チームが参加。

ドリブル ・パスなど巧みにボールを操りなが

らクランドを走り回っていました。

大村中学校

2/0立志式
西大村 ・郡・大村中学校で、立志式が開催

されました。大人へ成長していく 1つの節目

として中掌2年生を対象として行われている

もので、厳粛な中にも、生徒達は自分の目標

をかかげ、希望に満ちた顔つきで式典に臨み

ました。先生、保護者たちは、生徒達の立志

の決意発表を温かく男守りました。

• 
西大村中学校

~23 ~ 



.・h・シ一/¥ツトおおむら情報
シーJ¥ッ卜は2000年も
イベン卜満載です。

EZ司王制詞=1園・E刊百街道.

菅原洋一・芹洋子
~燦めく時空のうた~

O前売り券 4月初旬発売

菅原洋一 芹洋子

冨霊童~~・m;:1国・ヨ罰面~J:S.a

キ弓f; ，.gJ~ぞ
11ft抗 おおむらアリーナ
・出演/野村万蔵 改 野村菖・観世芸能失

・演目/狂言「佐渡狐j ・能「吉野天人J
仕舞・舞磯子「融J.能「正専j 野村菖

・料金/全席自由 般5，000円・会員4，500円
・開演/17:30 
・主催/大村 「能と狂言」を親しむ実行委員会

・問い合わせ/代表:岩本森己fi55-4972

観世豊能夫

邑霊童司王陪副=1図IJ"Æ面雪量n:::s~

海援隊武田鉄矢・中牟田俊男・千葉和臣

CONCERT TOUR 2000 
・主催/大村中央ライオンズ

・問い合わせ/大村中央ライオンズ事務局

合 54-3409

巴田三悶:]璽園町言寄ヨ・

ハンガリープロムジカ
女声合唱団大村公演
。前売り券 5月初旬発売

E~~U;:I困・~ØI'J副J:::::5.i1・

説訴事事プ⑮

f~i: t創=1回匪理器理担曹.
シ-)¥ット力ツプ2000

フリ-':Jライミコヴ選手躍

@ 

平成12年度文化庁移動芸術祭巡回公演

モタシタ~Ã&
アラメシコ

野坂公夫・坂本信子・小松原庸子・西田焼ほか

O前売り券 7月初旬発売

fヲE話回官軍事君理SJ四・

議
開選自己

九

鶴
間
表
明
白

な一一

4

Uい同

第

間
以
ア

E二.t.司王開翫~C薗沼=11'.

シ-)¥ット

非の・プザンタグー
大村に新しく誕生した光と音の

ファンタジーが‘今年はさらに

パワーアッフ。

@ 

平成12年度自主事業第1弾
-E喧置司哩E謹書.聞i.iJlñ司E妻雲量Ui固E司l.l四明書院ヨヨ~lñ司E歪a・・

SPRING CONCERTト

200?413rr-ルe遺品)
-入場料/一般2，000円・会員1，800円

[プ口グラム]

ベートーヴ工ン/弦楽四重奏曲第4番ハ短調
シューマン/ピアノ五重奏曲変ホ長調作品44
※トークタイム

ラヴェル/弦楽四重奏曲

作曲家西村朗さんの軽妙酒脱なトークと

弦楽四重奏団 「上海クァルテット」、

ピアノに期待の新人 「相沢吏江子jを迎えて、
ロマンチックな詩情溢れるコンサー ト。

d・・は自主事業

日程については変更の場

合力ずあります。また催し

物によっては、変更や中

止の場合もありますので

ご了承くださし、

西村朗

=全ι 平成12年度 三fーハロトヲラブ告員雲集申 4・ー
申し込みはスポーツ棟事務所まで。有効期間:平成12年4月1日~平成13年3月31日 入会 ・継続はお早めに !

L =r':T 'Y t--0)C6~~ ・ rci]l， \Ëit>ttl~ ~ 
シーハットおおむ5 スポーツ棟事務所
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税
務
課
(
内
線
1
2
8
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
1
時
却
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
者
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

市役所

公53圃4111(代表)

平
成
刊
は
年
度

建
設
工
事
な
ど
の
指
名

願
期
請
を
管
財
課
(
内
線
2
3
0
)

平
成
ロ
年
度
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次

の
と
お
り
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
申
請
書

受
付
は
、
追
加
申
請
す
る
人
を
対
象
に

受
付
を
行
い
ま
す
。

要
件
①
建
設
工
事
リ
建
設
業
の
許
可

を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の
審
査
を
受

け
て
い
る
人
②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
U
営
業
に
関
し
、
法
律

上
必
要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
、
平
成
日
年
度
に
申
請
書
を
提

出
し
た
人
は
、
平
成
ロ
年
度
に
も
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

建
設
工
事
関
係

①
経
営
審
査
事
項
結
果
通
知
書
(
写
)

②
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の
写
し
お
よ

び
交
付
者
名
簿
(
該
当
者
の
み
)
③
技

術
者
名
簿
④
納
税
証
明
書
(
市
税
・
県

税
)
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど

①
納
税
証
明
書
(
市
税
・
県
税
)

申
請
期
間

3
月
1
日
制
j
氾
日
⑥

大
村
生
活
学
校
・
生
活
震

コ
ミ
セ
ン

(
宮
⑪
3
1
6
1
)

日
時

3
月
日
日
也
、
午
前
9
時
却
分

j
午
後
2
時
場
所
コ
ミ
セ
ン

内
容
生
け
花
・
手
芸
等
の
作
品
展

示
・
生
活
雑
貨
等
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売

会
・
七
宝
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

教
禽
講
演
会

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

日
時

3
月
四
日
側
、
午
後
1
時
却
分

i
3時
お
分
場
所
コ
ミ
セ
ン

講
師
上
野
行
良
氏
(
福
岡
県
立
短
大

助
教
授
)
テ
I
マ
「
現
代
に
お
け

る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

対
象
一
般

入
場
料
無
料

銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

課所 |県
(轄 1文
内署 1化
線お 1課
3 よ 1~
6び内包
9派線 0
)出 3 9 
所 35 
8 I 
市 38 
文'---'2
化・ 4

日
時

3
月
日
日
間
、
午
後
1
時
1

3

時
場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
)
持
参
す
る
も
の
①
当
該
銃
砲

万
剣
類
②
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
③
審

査
子
数
料
新
規
登
録
審
査
手
数
料
・
:

1
件
6
、
2
0
0
円
・
登
録
証
再
交
付

審
査
手
数
料
:
・

1
件
3
、
4
0
0
円

(
手
数
料
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
で
変

更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

「
お
は
な
し
の
会
」

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬
1
3
7
6
)

心
豊
か
な
子
供
の
成
長
を
願
っ
て
、

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
も
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
日
時
毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時

1

3
時
却
分
場
所
中
地
区
公
民
館

対
象
親
子
・
小
学
低
学
年
生
内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
お
り
が
み
(
第

1
月
曜
日
)
・
子
あ
そ
び
・
童
謡
な
ど

参
加
費
無
料

おのりえん氏講演会

演題

「子どもと読書~お母さんの役割、
そして、子どもが得るもの」

日時 3月12日(日)午後1時-3時

会場 市民会館(大会議室)

入場料無料

※当日は手話通訳があります。

【おのりえんさんのプロフィール]

1959年、東京生まれ。上智大学文
学部心理学科卒業後、教育相談所の
心理相談員として多くの子どもたち
に接し、その後、絵本と童話の創作
活動に入る。佐賀市在住。男の子 4
人のお母さんでもある。

合月の-図書
害企鈴 : r現在を生きょうJ
香前什、 ! 鈴木光司著

利光 「リングJrらせんJrループ」
三t などのベストセラー小説を書き
.... ..， ながら、 2人の娘の子育てもする、

文壇最強の子育てパパが若い世
嗣由 [代に贈るメ ッセージ。

詩小説[ししようせつ] (阿久悠蓄)/再会 夫
の宿題それから(遠藤順吾蓄)/レインボー ・シ

ックス1~4 (卜ム・クランシー蓄)/消えた人達(北
原豆以喜善)/破局(キャスリン ・テキシエ著)

/零歳の詩人(楠見朋彦蓄)/彼女のプレン力(中

上紀蓄)/山河在り 上・中・下(陳舜臣蓄)/

A2Z [工イ・トゥ・ズィ] (山田詠美蓄)/臓
器移植 体験者の立場から(津井繁男著)/葬儀

屋の未亡人(フィリップ・マーゴIjン著)/夜明

けの雷鳴 医師高松凌雲(吉村昭善)/続・ママ

は決!l:，¥したよベリイー・ホワイ卜蓄)/みん
な誰かの愛しい女(林真理喜善)/龍神町龍神13
雷地(船戸与一蓄)

図書館・
史料館休館します

3月15日(水)-..24日(金)

図書資料・古文書等の点検・整

理等のため、休館します。なお、

3月25日(士)の館内整理日は開館し

ます。

問い合わせ

市立図書館 TEL・FAX52-2457
この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

ー出LtIF-i恒三週・

TEL • FAX52-2457 
TEL53-1979 

市立図書館
市立史料館
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市役所

ft 53-4，111 (代表)

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

ポ
ル
ト
ガ
ル
パ
ネ
ル
展

「
大
地
の
一
一
言
葉
」

シ
ン
ト
ラ
市
の
学
生
達
が
描
い
た
約

加
点
の
絵
画
と
写
真
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
文
学
と
風
景
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
出
j
お
日
側
、
午
前

9
時
i
午
後
日
時

場
所
コ
ミ
セ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
能
力
試
験

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

こ
の
試
験
は
、
マ
カ
オ
の
東
洋
ポ
ル

ト
ガ
ル
院
が
行
う
認
定
試
験
で
、
日
段

階
の
う
ち
最
も
基
礎
的
な
入
門
レ
ベ
ル

ー
と
レ
ベ
ル
2
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
出
、
レ
ベ
ル

1
・:午

前
日
時
j
正
午
レ
ベ
ル

2
・
:
午
後
2

時
j

4
時
場
所
コ
ミ
セ
ン

申
込
期
限

3
月
9
日
側

一、 ト、

昧キ
全jE わメ
関芝ωサい古
整き》ゥの界
課患C$fあ講
自?giる座
zq: 
252 

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
人
の
心
に
去
来
す
る

も
の
は
?
約
3
年
問
、
本
市
に
在
住
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座
の
開
催
、
「
広
報
お

お
む
ら
」
へ
の
寄
稿
な
ど
大
村
市
国
際

交
流
員
と
し
て
仕
事
を
続
け
て
き
た
ミ

ゲ
ル
・
デ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
の
任
期
が
今

年
7
月
で
終
了
し
ま
す
。
離
日
を
前
に

こ
れ
ま
で
の
総
ま
と
め
と
し
て
日
本
語

に
よ
る
講
演
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
辺
日
側
、
午
後
6
時
却
分

l
午
後
8
時
場
所
コ
ミ
セ
ン

入
場
料
無
料

第

9
ロ
旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ

定
期
演
奏
会

も
も
の
花
コ
ン
サ
ー
ト

旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ
育
成
会

石
橋
(
宮
②
8
5
4
2
)

日
時

3
月
日
日

ω、

時
・
開
演
1
時
却
分

場
所
市
民
会
館
入
場
料

園
高
校
・
大
学
奨
学
生
募
集

.

教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内
線
3
6
2
)

O
大
村
市
奨
学
生

資
格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・
短
大
・
大

学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含

み
ま
す
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学

業
と
も
に
優
れ
て
い
る
人

貸
与
月
額
高
校
・
高
専
・
:
1
万
円
、

大
学
・
短
大
・
:
1
万
5
、
0
0
0
円

※
た
だ
し
、
高
校
・
高
専
に
つ
い
て
は
、

他
制
度
と
の
併
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

3
月
日
日
制
j

5
月
8
日
刊

開
場
午
後

1

無
料

l 捕手助能入場無料|
vol.34 

口の中に当てはまる番号を答えてください。

衆議院の総選挙では、小選挙区選挙と比例代表選挙、

最高裁判所裁判官の国民審査、と 3つの投票が行わ
れますが、小選挙区選挙では候補者名を、比例代表

選挙では政党名をそれぞれの投票用紙に記入し、国

民審査ではやめさせたい口の欄に×印をつけて投票

箱に投函します。

①裁判官 ②政治家 ③候補者

3/11 (土)EAAi1312jZ二:;:ぉ
Oかんすけさんとふしぎな自転車(アニメ23分)
Oいじめっこ狼とナナちゃん (アニメ24分)
Oありときりぎりす (アニメ12分)

お
も
て

三
O

一
回

玖
島
1
丁
目
白
番
地

xo
一

一口
U

一
面

市
選
挙
管
理
委
員
会

固

事
務
局

同凶同〕
』つ、り

~ 
クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

※中地区公民館は、公民館まつりのため、

中止します。

応募締切 3月20日(月)当日消印有効

※正解者5人に記念日を贈呈(正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (2月号の正解/3)

九州銀行
大村受后
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市役所

合 53・4111(代表)

体験館 時間 10 : 00"""'16 : 00 
場所 シーハットおおむら

次世代を担う青少年を対象と し、 エネルギ一体験館を開催 します。子供
達が直接、見たり 、触れた りしながら、科学の不思議に感動し、 エネルギ
ーの大切さを体験することによって、科学技術とエネルギーに関する知識
が得られるまたとない機会です。案内口ポット キャプテンワープが出迎

メイ ンアリーナ

24日9:30""'" 
オープニングセレモニ一
新城保育園 平城太鼓

えてくれます。

・科学のふしぎコーナー
力の実験、科学クイズやゲームほか

・エネルギーと遊ぼうコーナー
エネルギーと人類のかかわり、エネルギーの色 、々
発電の原理など

・3D立体映像シアターコーナー
エネルギ一利用の歴史を学ぶ飛び出す (3D)映画

・ハイビジョンシアターコーナー
高画質のハイビジョン映像力ず見られます

・わくわく体験コーナー
おしゃべりロホットなど、 わくわく ドキドキの科学的プレイコーナー ー出lll:回目E・ 商工課 (内線241)

なかち<公民館まつり
3/ S(日)・11(土)・12(日)

中地区公民館を定期的に利用しているグループが、

日ごろの活動成果を発表します。多数お出かけください。

各グループへの参加は、誰でもいつでもでき ます。こ

の機会に自分にあった生涯学習を見つけてみませんか。

E丞若宮寄託証.);1~

3月5日(日)午前9時50分一午後4時10分
大正琴 ・健康体操-謡曲 ・詩吟-民踊 -コーラス ・民謡・剣
詩舞 ・フラダンス -尺八 ・扇舞-アートパレ工 ・レクダンス

，Z軍司誠司ý);1~

11日出 ・12日(日)午前9時~午後4時30分※最終日は午後4時まで

書 ・総画 ・俳句 ・おりがみ ・陶芸 ・写翼・ 生け花 ・木目込み ・
アートフラワー・茶花 ・刺しゅう・パッチワークほか

E蓮宗111日(土j やすらぎ会(裏千家)
一一一 12日(日) 茶実会(表千家)

1席300円、茶席券は当日会場でお求めください。

置三官五日51i量謙三E

阪II!J:1遁司::::mll

11日出 午後2時~・ 12日(日)午前11時~

12日(日)午前10時-11時

回調置 うどんちらし寿司ケーキ 炊き込みごはん

赤飯 ・和菓子・ コーヒー・手作り品など

場所・問い合わせ 中地区公民館 (ft@1 3 7 6) 

歩く・見る・ふれる

長崎街道ウオークと講演会
「歴史の道百選」に選ばれた鈴田峠を

あなた も歩いてみませんか。

日時 3月26日(日)、午前8時30分~午後2時
区間 破龍井(諌早) -大村宿(約9キロ)

出発 駅前公園(ノfスタ ーミナル前)

第 1便 8: 30・第 2便 9 : 30 
※パスにて破龍井まで移動

ゴール 本町商店街 第 1便到着 13: 00 (予定)
第 2便到着 14 : 00 (予定)

参加費 300円(保険料・資料代)当日徴収

その他 雨天決行 ・弁当持参

募集方法 往復はがきに、住所 ・氏名・年齢 ・性別 ・
希望する便を明記のうえ、応募ください。
ご希望に添えない場合もありますのでご
了承ください。

締め切り 3月10日働

-F.;-J!三岳遭・ ※参加無料

日時 3月26日(日)、午後2時-4時

場所 まちかど研究室(本町アーケー ド内)

講演 原田博二(長崎市立博物館長)
「異国文化を運んだ長崎街道」

古賀方子(長崎街道推進協議会事務局長)
「長崎街道と地域連携」

応募先・問い合わせ

干856-8686玖島1-25 大村市役所文化課(内線369)

合無料FAX兼用0120(53)5892 包 (52)3066
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市役所

合 53圃4，111(代表)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

愛
郁
募
集
!

干

8
5
6
1
8
6
8
6

玖
島
1
丁
目
お

高
齢
福
祉
課

(
内
線
1
5
8
)

本
町
保
育
所
あ
と
が
「
生
き
が
い
対

応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
(
老
人

福
祉
施
設
)
に
変
わ
り
ま
す
。
高
齢
者

が
気
軽
に
集
ま
り
、
相
互
援
助
に
よ
り

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
交
流
の

場
所
に
な
り
ま
す
。
こ
の
施
設
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
愛
称
・
愛
称
の
説
明
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
封
書
ま
た
は
は
が
き
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

3
月
日
日
側

(
当
日
消
印

有
効
)外

国
人
予
女
等
へ
の
日
本
語

の
指
導
者
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課
(
内
線
3
7
0
)

市
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
、
外

国
人
子
女
お
よ
び
帰
国
子
女
で
、
日
本

語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

一
定
期
間
指
導
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、

学
校
教
育
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

ミ
ス
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

会
員
募
集

山
領
(
宮

0
9
0
1
2
0
8
3
1

9
5
5
7
)
 

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
様
々
な
職

場
か
ら
集
ま
る
独
身
女
性
の
料
理
教
室

で
す
。
家
庭
料
理
、
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
、

パ
ン
・
お
菓
子
な
ど
、
色
々
な
料
理
を

習
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
料
理
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
?

例
会
日
毎
月
第
1
・

2
月
曜
日
、
午

後
6
時
却
分
j
午

後

日

時

場

所

中

地
区
公
民
館
参
加
費
毎
月
3
、
0

0
0
円
(
材
料
費
込
み
)
講
師
贋

中
恵
子
先
生

大
村
寿
司
講
習
会

参
加
者
募
集

農
林
水
産
課
(
内
線
2
5
5
)

期

日

3

月

H
日

ω
・
四
日
田
・
お
日

四

時

間

午

後

1

時

1
4
時

場

所

シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
定
員
各
日

と
も
お
人
持
参
す
る
も
の

筆
記
用

具
・
エ
プ
ロ
ン
等

申
込
期
限

3
月

m日
働

一
自
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

大
村
新
体
操
ク
ラ
ブ

大
村
新
体
操
ク
ラ
ブ

高
木
(
宮
⑧
9
5
6
8
)

日
時
毎
週
水
曜
日
、
午
後
5
時

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

対

象

小
学
生
以
上
参
加
費

申
込
締
切

3
月
旦
日
俗

無
料

4月1日かう市首住宅に関する受付窓口が市役所建築課かう
「大村都市開発株式会社」に変更になりますロ

市営住宅の入居申込や、入居されてからの各種申請書の提出、

修繕等の依頼などの受付窓口が大村都市開発株式会社となります。

O入居している人には、団地毎に説明会を開催します。
。入居申込をしている人で、申込後、住所等を変更した人は建築課まで

連絡してください。

大村都市開発株式会社とは?
大村市が3分の 1程度の資本金を出資し、役員も市の職員が
2分のl以上で構成された会社です。 -E面i睡E沼恒~・

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
患
者
募
集

申
込
期
隈

3
月
叩
日
制

抽

選

日

3
月
げ
日
働

午
前
叩
時

1

入

居

日

4
月
1
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭 2 K 中耐4 2 

竹松(改良) 2 K 中耐4 2 

竹 松 2 K 簡平

松並第1 3DK 中耐4 2 

久 原 301く 中耐4 2 

※旭・竹松(改良) ・竹松は単身入居可能住宅です。
※竹松 (改良)は収入基準が異なります。
※家賃は入居住宅および入居者の収入によって異なります。

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
付

3
月
1
日
附
i

申
込
期
間

3
月
8
日
附
i
叩
日
働

抽
選
自

3
月
昨
日

ω

申
込
な
ら
び
に
用
紙
配
付
場
所

お
よ
び
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社
大
村
事
務
所

東
三
城
町
6
1
1

(県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

2
階
)

(
宮

@
6
8
2
5
)

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ぺ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

-28-

t 
、ー
/¥ ， ・・，
~_ .-2. t.:.， '"了、 -._~'-、 、
¥ ¥ 

九州ガス制大村支庖
ft53-3320 



第
幻
回
大
村
市

街
火
少
年
剣
道
大
会

大
村
消
防
署
予
防
課
(
包
⑫
4
1
3
8
)

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

市
内
各
地
の
少
年
剣
士
約
5
0
0
人
を

一
同
に
会
し
、
防
火
少
年
剣
道
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
5
日
間
、
午
前
9
時
却
分

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ

グ
ラ
ン
ド
の
信
用
錨
選
に

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

市役所

ft53・4111(代表)
登
録
内
容
責
任
者
・
保
証
人
・
チ
ー

ム
名
簿
・
雨
天
返
納
の
た
め
の
銀
行
口

座

抽

選

日

毎

月

初

日

頃

に

翌
月

(
1
日
1
月
末
)
の
分
を
調
整
し
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
の
な
い

チ
l
ム
は
、
そ
の
時
の
抽
選
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
※
詳
し
い
日
程
・
会
場
に

つ
い
て
は
ナ
イ
タ
ー
登
録
申
請
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
抽
選
時
間
森
園
運

動
広
場
・
:
午
後
1
時
、
郡
中
グ
ラ
ン
ド

:
・
午
後
2
時
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
・
:
午
後

3
時

(
5
月
か
ら
抽
選
)
、
森
園
フ

ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
:
・午
後
4
時

※
補
助
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
道
路

拡
張
工
事
期
間
の
た
め
使
用
は
6
月
か

ら
と
な
り
ま
す
。

国
大
村
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

副

大
村
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

-

パ
ー
ル
レ
l
ン
大
村

副

(宮
③
1
1
6
6
)

日
時

3
月
初
日
側
、
午
後
7
時
却
分

集
合
場
所
パ

l
ル
レ

l
ン

大

村

参

加
費

2
、
3
0
0
円

(
6
ゲ
l
ム
)

会
員
の
部
:
・
各
ク
ラ
ブ
の
登
録
会
員

一
般
の
部
・
:
大
村
市
民
(
小
・
中
学
生

も
可
)
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

男子・女子競艇選手募集中
17歳以上-21歳未満
※昭和54年5月22日~昭和58年5月21日までに
生まれた人
170cm以下
男子47kg以上55kg以下 ・女子42kg以上50kg以下
裸眼で両眼とも0.8以上
※メガネ・コンタクトレンズ使用不可
色盲色弱不可・悶仁治療・

圃問い合わせ
レーザ一治療は認めない。

(社)長崎県モーターボート競走会
4月11日(火)

(宮(6194)

齢

長
重
力

年

身
体
視

「第13回全国都道府県対抗中学生
バレーボール大会」で優勝した県
選抜女子チームの一員として活躍
した、片下沙織選手・大室渚選手
(郡中3年) ・港秀和コーチ (西大
村中教諭)(1/26・市役所)

締め切り

「第18回全国都道府県対抗女子駅伝競走大
会」で優勝した県女子選抜チームの主将を
務めた久保奈津子選手 (1/21・市役所)

九州アンサンブルコンテストに、長崎県代表
としてクラリネット四重奏で出場する玖島中
学校の皆さん。(地頭薗直子さん・深堀聖和
さん・伊東陽一くん・小坂美樹さん)
(1/31・市役所)

(社)日本プラン卜メンテナンス協会が
行った iTPMサークル発表会」で、コ
マツ電子金属(株)生産本部長崎工場
が優秀賞を受賞。甲斐田市長に喜びの
報告に訪れたコマツ電子金属の皆さん。
(1/13・市役所)

TαKeYa 
私達の心lまカスタマー・サティスフアクション・
私達の仕事はコンセプト・クリエーター

T藤'j)laるのを
K!:.芽jifllの心で
y，'Jl.んで反ぐ

|た|け|や|

代表取締役社長竹本欣也

本社長崎市岩川町7・13
095 (845) 1168 (代)

園大村委託先事業所
・コマツ電子金属
・コマツ詮生寮・コマツ第二桂生寮
・大村郵便局
-長崎県立教育センター
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市役所

公53-4.111(代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
串
ハ
ツ

エ
(
大
里
町
)

m万
円
V
山
本
弘
(
久
原
2
丁
目
)

叩
万
円
V

渡
遁
八
枝
子
(
玖
島
2
丁
目
)

加
万
円
V
田
口

健
二

(
長
崎
市
中
小
島
町
)
却
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
見
明
正
臣
(
池
田
1
丁

目
)

5
万
円
V
藤
岡
豊
泰
(
諏
訪
2
丁
目
)
日

万
円
V
野
口
加
子
(
東
大
村
1
丁
目
)

日
万
円

V
市
原

一
子
(
玖
島
3
丁
目
)
金

一
封
V
片
岡

金
松
(
大
川
田
町
)
日
万
円

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
小
川
龍

己
(
上
諏
訪
町
)

3万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
朝
長
ト
メ
(
松
原
3

丁
目
)
5
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
発
電

所
H
2
万
8
、
9
0
0
円
V
妙
宣
寺
寒
修
行

団
リ
却
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
崎
龍
見
(
久
原
2
丁

目
)

2
万
円
V
九
州
銀
行
職
員
組
合
U
1
万
円

V
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
H

5
万
円
V
長
安
寺
婦
人
会
寒
行
団
H
5
万
円

文
化
基
金
へ

V
え
り
か
ぐ
る
う
ぷ
(
諏
訪
1
丁

目
)

5
万
円

図
書
館
へ

V
福
島
冨
美
子
(
岩
松
町
)
図
書
3

万
円
相
当

三
域
保
育
所
へ

V
三
城
保
育
所
卒
園
児
H
保
育

所
案
内
板

三
域
幼
稚
園
へ

V
三
城
幼
稚
園
P
T
A
一
同
H

給
食
室
ス
ト
ー
ブ
ほ
か

西
大
村
幼
稚
園
へ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
一

同
H

つ
い
た
て
ほ
か

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園
P
T
A
一
同
H
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・+小
・
大
区分 件数・死傷者数 前年同期比

人身事故 4 2 +2 5 

死者 。 + 。
負傷者 6 6 十44 

物損事故 144 + 1 6 

3月の競艇
長崎県MB競走会会長杯争奪戦競走

樋
木
を
寄
贈

「国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
」
は
認
証
日
周
年

を
記
念
し
て
、
け
や
き
却
本
、
紅
葉
却
本
等
を

寄
贈
、
市
有
地

(
東
大
村
1
丁
目
)
へ
植
樹
を

行
な
い
ま
し
た
。

申
学
校
へ
助
成
金

女2日---6日

十八銀行は、教育・文化振興などのた
め「十八銀行社会開発振興基金jから、
大村中学校吹奏楽部に助成金を贈りま
した。(1/17・市役所)

女子王座決定戦競走場外発売

間圏

女15日---19日

女25日---3D日

*4日・ 5日

女15日---20日

dD生涯安心を目指した取り崩し型預金 五主:>J

l 介護l.lfitgjipjffrJ中~l
詳しくはお近くのけんみん窓口ヘー-----

E開テ:ATMでλ重吉b首
できるよラ1-=~t:Jました!!

手数料はけんみん負担 (出金手数料と同じ)

介護預金へのご入金/ご出金は、お近くの郵便局のATMもご利用頂けます

z 
KFP!:tんみん
長崎県民信用組合

ザ
郵便貯金

大村支唐

〒856・0822大村市古町2丁目517・1
TEL0957-54・1155
富の原出張所

〒856・0806大村市富の原2丁目355・4
TEL0957-55・9741

z 
KFPけんみん
長崎県民信用組合

-30-

フリーダイヤル(代表)

0120・32・0892



カレジター3月の
18 マタニティスクール ~明日の親のための学級(5)----14日 リハビリ教室「根気の会J すこやかセンター
(水)

すこやかセンター 13:30-16:00 ω 13:30-15:30 ⑮手芸⑮母子健康手帳

1歳6か月児健康診査 すこやかセンター 15日
マターアイスクール ~明日の親のための学級(7)

⑧13:00-13:20 ⑧平成10年8月生まれ(平成10年3 すこやかセンター 13:30-16:00 

28 月-7月生まれでまだ受けていない人も受診してくださpo) (水) ⑮母子健康手帳・スラックス
⑮母子健康手帳・問診票・母子共現在使用中の歯ブラシ

例。
ことば、の教室 (親子つどいの広場)すこやかセンター 9:30-11:30 

献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45

(初めての方は、すこやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。)168 3歳児健康診査 すこやかセンター
⑮母子健康手帳⑧ことばの発達が気になる幼児とその母親

'*) ⑧13: 00-13:20 ⑧平成8年9月生まれ(平成8年

3目 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 4月-8月生まれでまだ受けていない人も受診して
くださPo)⑮母子健康手帳、問診票、子供用歯ブラシ

自島 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定

5目 当番医
成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

(胃・内) 津田胃腸科内科医院 小路口本町 宮@150717日 ⑧40歳以上 ⑮血圧測定(日) (眼) みね眼科 医 院 東本町 宮@3011 (!) 3歳児健康診査 すこやかセンター

68 ことばの教室 すこやかセンター 13:30-16:00 ⑧13:00-13:20 ⑧⑮については16日と同様

(初めての方は、すこやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。)

18日(用 ⑮母子健康手帳⑧ことばの発達が気になる幼児 耳とことば‘の相談

7目 住) 福祉センター 13:00-15:00 
リハビリ教室「根気の会」 すこやかセンター

当番医ω 13:30-15:30 ⑮リハビリ ・言語訓練 19目 (内・小児)中 村 医 院東本町 fi@2733 
乳幼児すくすく健康相談 すこやかセンター (日) (整消) むたクリ ニ ック古町2丁目 fi@4501
88 ⑧9:30-11:00⑧4か月児児(事務以ヂ上品(号号塑車弘昌輯明i寵??) 当番医

(水) ⑧13:30-15:00⑧10か月 ) 20日 (内呼吸) おおつか内科医院 西三城町 宮⑬8080
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガーゼがあれば持参してください。(視・:f:) (外.JlI門) 山 道 医 院 桜馬場2丁目 fi@2305 

9日 1歳 6か月児健康診査 すこやかセンター リハビリ教室「根気の会」 すこやかセンター

。同 ⑧13:00-13:20 ⑧⑮は2日と同様
21日 13:30-15 :30 ⑮体力測定

マタニティスクール ~明日の親のための学級(6)"" ω 乳幼児すくすく健康相談 鈴田出張所
10日 夜の部「お父さん出番ですよPART2J ⑧9:30-11:00⑮小児がん(神経芽)の検査セット

すこやかセンター 18:30-20:30 を渡します。育児相談・身体重測定
自齢 ⑧新婚夫婦・妊婦と夫・乳児と夫 23日 3歳児健康診査 すこやかセンター

⑮父親一赤ちゃん人形でのお風呂の入れ方の練習・妊婦体験
。同 ⑧13: 00-13: 20 ⑧⑮については16日と同様

12目当番医 26日
当番医

(内・消)南野内科診療所 東二城町 宮@3731
(内) 早 田内科医院竹松本町 宮@3530(日) (耳車明暗)下山耳鼻咽喉科医院 原口町 宮@0648

(日) (耳専咽帳)わたなべ耳鼻咽喉科医院杭出津2丁目 宮@2003
ことば‘の教室 すこやかセンタ- 13:30-16:00 

28日 リハビリ教室「根気の会」 すこやかセンター(初めての方は、すごやかセンターまで、電話で申し込んで下さい。)

13日 ⑮母子健康手帳⑧ことばの発達が気になる幼児 ω 13:30-15 :30 ⑮音楽療法
冊 一般健康相談 すこやかセンター 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定 ⑮…持ってくるもの

栄養相談ほか 当番医の診療時間 9:00-18:00 

市
税
(
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等
)
の
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
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1
官
庁
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・

大

大

付
大
作
コ

富由・・

告 55-8314自竹松出張所

由福重出張所

橿松原出張所

主な公共施設--
合 55-8614

宮 55-8501告 53-4111回大村市役所

宮 54-3161合 54-3100彊大村市清掃センター告53-3725置西大村出張所

-大村市立病院

.大村市民会館

圏中地区公民館

置大村市水道部

園大村市立図書館

園大村市立史料館

.三浦出張所 告 52-2161

合 52-2739

-31-

H53-1376 

告 53-1111

H52-2457 

合53-1979

H52-6475 

宮 52-2023

H55-7001 

置鈴田出張所

・萱瀬出張所



わがまち自慢・再発見lシリーズ@

ぎ: SINTRACLUBvO'9 
[シントラ ・クラブ]

平成9年8月大村市はポルトガル共和国シントラ
市と姉妹都市を結びました。平成9年以降にシント
ラ市を訪れた子供たちは、今も交流を行っています。

この子どもたちが、交流を通じて感じ学んだことを

掲載します。

やJ

3月の~

西大村中学校 松尾 晶子

「ポル トガルに行きたpJ単純
にそう思い応募したホームステ

イO 行けると聞いた時は本当に嬉

しかったです。でも、思っていた

以上に大変で、なによりも言葉の

違いが一番の大きな壁でした。し

かし、お互いの気持ちをわかろう

とすることによって、文法などが

正しくなくても、単語をつなぎ合

わせ気持ちを伝え合うことがで

き、気持ちが通じた時の喜びは、

とても大きなものでした。シント

ラでは、日本ではできないような

沢山の体験をすることができまし

た。シントラ城に行ったり、ロカ

岬に行ったり、シン トラの子供達

と一緒に遊んだり…。でもやっぱ

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行って
います。お気軽にご相談ください。

1日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

2日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

9日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

15日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

22日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

24日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

28日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

※受け付けは当日の午前8時30分からです。(電話での受け付けはいたしません)
※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。

〈ノ 込ノ

KMh 

ω

園
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毎月1回発行
発行/大村市

〒856・8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地
TEL0957-53-4111 (代)
[市民の声ファ ックス]FAX.54-6600 
h口p://www.us1.nagasaki-noc.ne.jp/.勺 omura

編集/秘書広報課

印刷/オム口プリント株式会社

広告代理庖/株式会社大村国際交流センター

くノ

り一番心に残っているのはホスト

ファミリーと一緒にすごした時間

です。うまく気持ちが伝わらなか

った時でも笑って iOKJって言
ってく れたり、 一緒に歌ったり、

踊ったり、本当に楽しくて国が違

うことを忘れてしまいそうなくら

いでした。その分、日本に帰るの

が辛く悲しい別れになってしまい

ました。でも、私にとってのシン

トラホームステイは思った以上に

大変で、それ以上に楽しい、とび

きりの体験でした。最後に、この

機会を与えてくれた方々に感謝し

たいと思います。そしてまた、今

度は自分の力でシントラに行きた

pとJ思っています。

ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時毎週土曜日午前8時55分---9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j
掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

V市役所には、市民の方々からいろんな意見や提案等をいた

だきます。最近、お叱かりの手紙をもらいました。市民の方

が来庁され、質問された事に対し、他の職員が、「担当者が

いないので分かりませんJと筈えたというものです。職員は
おEいに補完するような体制になっています。専門的な小さ
い事までは、無理かもしれません。しかし、この時、電話雷

号を聞いて後で連絡をするとかいう配慮が足りなかったと思

います。市民の方々が不愉快な思いをされないような体制作

りを行います。

.人口84，679人 (+119) .男40，776人 (+69) ・女43，903人 (+50) 園世帯29，534世帯 (+74)
2月1自現在 ( )内は前月比 「広報おおむら」は再生紙 (古紙40%)を使用していますー
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